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濁
占
段
階
に
於
げ
る
地
方
経
済
の
不
均
等
三
財
政
の
役
割

島

恭

彦

地
域
的
不
均
等
の
問
題

経
梼
撃
は
従
来
溺
占
資
本
主
義
白
段
階
虻
於
け
る
不
均
等
的
後
展
。
問
題
を
と
り
あ
げ
て
来
た

G

そ
れ
は
資
本
主
義
稜
展
D
閤
際

的
な
聯
闘
に
於
け
る
特
性
で
も
あ

D
、
産
業
部
門
問
。
そ
れ
で
も
あ

b
、
ま
た
都
市
L
」
農
村
と
白
経
擁
護
展
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
も

あ
ワ
た
。
併
し
と
白
最
後
の
不
均
等
的
強
展
の
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
深
〈
具
般
的
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
一
。
は
圏
内
の
地
方
統
計
の
不
備
、
闘
民
粧
時
間
白
地
域
一
的
構
謹
む
分
析
D
不
充
分
さ
が
め
ざ

b
い
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
比
較
的
理
論
水
準
の
低
い
財
政
悪
が
地
方
財
政
論
に
於
い
て
は
特
に
こ
の
賄
忙
闘
す
お
現
論
的
恭
礎
白
木
充
分
さ
の
ま
ま

で
、
初
め
か
ら
現
買
の
中
か
ら
攻
々
企
生
み
出
さ
れ
て
来
Z
地
域
的
不
均
等
の
問
題
と
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

忙
財
政
劇
学
は
こ
の
問
題
の
粧
燐
闘
争
に
於
け
品
童
動
性
や
地
位
を
考
え
ナ
に
、
特
殊
友
関
角
か
ら
と
白
問
題
を
と
り
あ
げ
、
特
殊
な
方

法
で
鹿
現
し
て
巳
派
た
の
で
あ
る
。
即
ち
「
的
方
財
政
調
整
白
問
題
」
或
は
ま
た
と
れ
に
関
聯
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
地
方
財
政
調
整
交

付
金
白
制
度
、
わ
が
園
で
は
配
付
税
や
現
存
白
地
方
財
政
平
術
交
付
金
の
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
財
政
皐
者
は
臆
々
に
し
て

地
域
的
不
均
等
白
問
題
が
何
か
財
政
技
術
的
に
解
決
す
る
と
と
が
出
来
る
よ
う
な
幻
想
に
陥
る
し
、
ま
た
問
題
の
深
刻
さ
を
多
少
意

一一
一
O
丸

調
内
段
階
に
於
け
る
地
方
経
済
自
不
均
轄
と
財
政
の
投
制
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調
占
段
階
に
於
け
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地
方
組
済
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均
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財
政
O
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割
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六
腕

一

識
し
て
い
る
人
で
も
、
財
政
的
証
忠
芳
白
制
約
白
中
陀
止
ま
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
に
思
は
れ
る
。

併
し
現
代
で
は
問
額
は
ま
た
も
う
一
つ
別
の
角
度
か
ら
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
闘
士
開
設
」
或
は
「
縮
令
開
登
」
白
問

題
と
し
て
で
あ
る
。
と
の
問
題
は
、

h
つ
で
戦
時
中
白
封
鎖
経
時
間
白
中
で
取
上
げ
ら
れ
、
現
在
は
植
民
地
を
喪
失
し
て
、
破
局
に
首

画
し
て
い
る
日
本
経
椿
の
中
で
再
び
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
様
な
政
策
白
立
場
か
ら
、
蹴
忙
粧
憐
安
定
木
部
等
か
ら
多
く
白
貴

重
な
地
方
統
計
が
蒐
集
さ
れ
、
地
域
的
不
均
等
白
現
在
自
姿
が
明
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
併
し
と
白
立
場
か
ら
は
、
調
占
資

本
主
義
の
諸
制
約
か

ι切
離
さ
れ
た
「
資
源
」
白
金
図
的
、
地
方
的
開
殻
が
取
上
げ
ら
れ
て
、
財
政
金
融
商
白
裏
づ
け
白
な
い
杢
困

的
、
地
方
的
「
計
聾
」
が
作
ら
れ
、

一
た
ん
と
む
「
計
費
L

の
質
施
白
だ
ん
に
在
る
ー
と
今
度
は
逆
に
猟
占
資
本
主
義
白
せ
ぼ
ね
で
あ

る
財
政
金
融
の
わ
く
陀
ぶ
つ
か
っ
て
一
歩
も
前
進
し
な
い
と
い
う
よ
う
友
と
と
が
起
り
そ
う
で
あ
る
。
と
と
で
も
再
び
経
祷
の
地
域

構
造
や
地
域
的
不
均
等
の
問
題
が
極
め
て
表
面
的
に
し
か
取
扱
は
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ま
さ
に
圏
内
白
資
源
は
地
域
経
静

の
不
均
等
件
の
た
め
或
は
荒
麗
し
、
或
は
未
開
設
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

私
達
は
地
域
的
不
均
等
白
問
題
を
た
だ
財
政
由
み
白
問
題
と
し
て
と
ら
え
で
は
な
ら
な
い
包
そ
れ
は
濁
占
-
資
本
主
義
下
白
経
梼
白

ボ
均
等
的
護
展
白
地
域
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
地
方
財
政
相
互
白
関
係
を
現
定
し
て
い
る
も
O
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
ま
た

地
方
財
政
相
互
の
閥
係
、
そ
れ
と
闘
家
財
政
と
白
閥
係
は
、
と
り
不
均
等
性
を
い
主
い
よ
激
化
し
て
い
る
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
濁
占

者
本
主
義
の
経
梼
白
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
園
家
財
政
と
地
方
財
政
と
に
支
え
ら
れ
た
政
治
白
問
題
で
も
あ
る
。
い
ま
私
は
こ
と

で
不
均
等
議
展
白
地
域
性
白
問
題
を
理
論
的
陀
考
察
す
る
徐
裕
は
な
い
。
た
だ
格
戦
後
白
調
占
償
制
白
再
建
過
程
で
あ
ら
は
に
な
っ

た
不
均
等
後
展
の
諸
兆
候
を
地
方
財
政
問
題
白
基
本
的
前
提
と
し
て
取
扱
い
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
豆
聞
に
地
方
財
政
論
に
劃
し
て

提
起
さ
れ
た
と
白
問
題
。
史
的
議
展
を
概
観
し
た
い
。



不
均
等
後
展
は
資
本
、
主
義
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
間
有
の
も
D
で
あ
り
、
殊
に
わ
が
図
。
資
本
主
義
白
異
放
に
念
速
な
護
展
過
程
白

内
吃
こ
の
問
題
は
最
初
か
ら
含
ま
れ
て
い
た
。
卸
ち
財
閥
費
木
、
官
業
資
本
の
闘
家
の
手
に
よ
る
育
成
、
と
れ
に
針
す
Z
封
建
的
生

産
様
式
の
残
存
と
い
う
事
情
は
、
わ
が
閤
資
本
主
義
経
済
白
地
域
的
不
均
等
帥
ち
小
放
の
大
都
市
へ
の
宮
の
集
中
と
食
困
な
農
村
地

帯
と
白
潤
立
を
き
わ
だ
た
せ
た
。
併
し
明
治
二
十
年
前
後
心
絶
釘
、
主
義
D
再
編
成
、
在
度
的
地
方
自
治
悼
の
謹
入
、
安
任
事
務
費
白

地
方
向
。
配
分
、
特
に
絶
釘
主
義
D
政
治
白
一
環
と
し
て
白
義
務
、
教
育
費
白
地
方
へ
の
配
分
に
う
い
て
、
と
白
問
題
は
は
っ
き
り
浮

び
あ
が
っ
て
来
た
。
だ
か
ら
問
題
は
最
初
か
ら
絶
刑
判
主
義
白
政
治
と
閥
醐
馴
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
明
治
末
期
か
ら
の
商
業
的
農
業
の
渡
展
、
寄
生
附
地
主
制
の
確
立
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
濁
占
資
本
主
義
白
成

立
と
い
っ
た
事
情
は
、
地
域
内
不
均
等
の
問
題
に
新
左
様
桐
を
加
え
た
。
良
村
は
高
率
小
作
料
。
牧
奪
を
う
け
る
左
同
時
に
、
高
利

貸
的
な
地
方
銀
行
、
共
他
商
品
経
憐
を
通
じ
て
濁
占
資
本
白
牧
奪
に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
止
同
時
に
潤
占
資
本
の
救
済
に
忙
殺
さ
れ

て
い
る
園
家
財
政
は
圏
内
行
政
費
、
特
に
義
務
教
育
費
を
地
方
財
政
に
い
主
い
上
略
嫁
し
た
。
農
村
及
び
地
方
小
都
市
と
そ
白
財
政

ほ
窮
迫
化
し
、
小
作
争
議
、
そ
白
他
大
家
運
動
は
頻
俊
し
た
。
と
の
欣
勢
に
射
し
て
園
家
財
源
の
地
方
移
譲
、
地
方
自
治
権
白
一
様
定

等
が
企
て
ら
れ
た
が
、
と
れ
ら
D
政
策
を
も
含
め
て
、
と
り
段
階
に
於
て
は
地
域
的
不
均
等
の
問
題
は
既
に
獅
占
資
本
白
政
治
経
憐

白
一
環
と
し
登
展
し
〔

J

つ
あ
っ
た
と
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

昭
和
年
聞
に
入
っ
て
農
村
恐
慌
、
準
戟
慨
制
は
軍
需
工
業
地
帯
即
ち
大
都
市
と
農
村
と
由
聞
の
地
域
的
不
均
等
を
い
主
い
止
激
化

さ
せ
た
。
と
白
時
代

ι入
ワ
て
初
め
て
地
方
財
政
調
整
と
良
村
救
横
目
政
策
は
、
中
央
政
治
と
地
方
政
治
、
岡
家
財
政
一
と
地
方
財
政

白
プ
ロ
グ
ラ
ム
白
中
に
取
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
別
に
論
守
る
主
う
に
、
地
方
財
政
と
地
方
経
梼
を
い
よ
い
よ
中
央
集
権
化
の
方

向
へ
、
消
占
資
本
の
戦
争
政
治
白
方
向
へ
押
進
め
る
従
割
を
来
し
た
り
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
一
年
の
段
階
佐
は
、
軍
需
工
業
白
地
方
分

調
占
段
階
K
掛
け
る
地
方
稚
拙
朗
自
不
均
時
と
尉
致
回
投
割

事
六
十
七
巻

= 
一一一
第
六
郵



洞
古
段
階
に
卦
け
る
地
方
程
調
hu

不
均
骨
と
尉
政
の
役
割

事
六
十
七
巻

T 

-

四

曹
宍
貌

散
や
人
口
疎
開
、
圏
内
碑
首
都
の
開
蛍
等
の
政
策
が
強
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
地
方
の
財
政
と
産
業
B

己
資
源
と
の
破
壊
に
貢
献
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
そ
し
て
地
域
的
不
均
等
の
問
題
を
い
よ
い
よ
解
決
し
難
い
、
鋭
い
形
忙
し
て
敗
戦
後
の
日
本
経
梼
へ
停
え
る
と
と
と

た
ム
ワ
た
白
で
あ
づ
た
。

生
産
諸
カ
の
地
域
的
不
均
等

太
平
詐
取
争
中
忙
於
け
る
都
市
白
爆
撃
、
軍
需
工
場
の
分
散
、
敗
戦
に
よ
る

b
が
産
業
憾
系
の
劇
壊
等
は
一
時
的
に
生
産
者
力
由

都
市
集
中
心
傾
向
を
弱
め
た
と
と
は
事
責
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
に
ワ
づ
く
澗
占
慨
制
の
再
建
過
程
は
、
そ
れ
が
或
は
イ
シ
フ
レ
政
策

或
は
傾
斜
生
産
方
式
、
或
は
安
定
化
政
策
と
呼
ば
れ
る
時
間
段
階
忙
分
た
れ
る
に
せ
よ
、
外
園
者
本
の
援
助
の
下
に
再
び
資
本
白
集
中

と
判
明
占
化
を
も
た
ら
し
た
ζ

と
は
事
貨
で
あ
ワ
て
、
と
れ
は
ま
た
生
産
諸
力
の
新
在
地
域
的
不
均
等
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
り
た
。

私
達
は
ま
づ
と
の
指
標
と
し
て
人
口
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
人
口
の
地
域
的
分
布
自
叫
聞
か
ら
何
等
兵
徳
的
左
結
論
を
引
出
す
と
と
が
同

旅
る
も
む
で
在
い
が
、

そ
れ
は
し
ば
し
ば
地
方
財
政
力
、
財
政
規
模
の
基
等
兵
」
友
一
り
、

現
在
で
は
平
衡
安
付
金
配
分
の
基
準
白
一
。

と
し
て
利
則
さ
れ
て
い
る
白
で
一
応
問
題
に
入
Z
最
初
白
手
が
か
り
と
し
よ
う
。

註

職
後
に
於
け
る
国
民
経
済
白
地
域
構
詣
を
明
か
に
す
る
統
計
、
資
料
の
多
〈
を
私
は
主
と
し
て
、
根
神
間
安
定
本
部
、
園
土
縮
会
開
設
事
務
鹿
網
、

府
麻
刻
現
担
分
析
総
合
間
表
の
附
時
、
都
道
府
麻
別
現
況
苛
析
資
料
統
計
編
、
(
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
)
安
本
統
計
課
、
担
論
問
統
計
月
報
、
地
方
程
部

力
計
測
上
自
問
題
貼
上
、
下
、
か
ら
引
用
L
た

。

一

ま
づ
人
U

D
都
市
集
中
白
傾
向
を
み
る
と
、
と
れ
ば
戦
前
、
戦
時
、
戦
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
及
び
地
域
に
於
て
様
々
に
進
行
し

一
般
的
に
一
E
わ
れ
る
ζ

と
は
戦
前
か
ら
瞬
時
へ
か
け
て
は
軍
需
工
業
1
獅
占
者
本
の
集
中
地
程
在
反
映
し
て
、
人
口
白
大

τ
い
る
。



都
市
集
中
は
寺
山
激
に
渡
展
し
て
い
る
が
、
放
践
に
上
る
軍
需
産
業
心
崩
壊
の
打
撃
で
一
時
急
速
に
低
下
し
、
そ
の
後
濁
占
資
本
の
再

建
過
程
に
於
て
再
び
以
前
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
め
ざ
ま
し
い
剖
介
で
増
大
し
、
二
三
年
に
は
戦
前
の
水
準
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。

い
ま
と
白
過
程
を
明
確
に
描
き
出
す
た
め
に
人
口
十
寓
以
上
の
都
市
人
口
む
移
動
を
み
て
み
占
う
。

つ
に
わ
け
ら
れ
よ
う
。
前
者
の
型
に
属
す
る
も
の
は

云
う
ま
で
も
な
ど
、
戦
時
中
軍
需
産
業
持
主
び
軍
隊
白

儒
集
レ
た
大
都
市
で
あ
り
、
敗
戦
に
よ
る
影
響
を
最
も
深
刻
に
う
け
た
が
守
戦
後
も
な
k
d

大
産
業
の
集
中
し
て
い
る
と
と
ろ
が
多
い
。

郎
ち
小
樽
、
函
館
、
東
京
都
、
積
演
、
川
崎
、
富
山
、
甲
府
、
岐
阜
、
演
格
、
名
古
屋
、
盟
橋
、
京
都
、
大
阪
、
堺
、
一
榊
戸
、
姫
路
、

尼
崎
、
西
宮
、
和
歌
山
、
岡
山
、
鹿
島
、
央
、
宇
都
、
徳
島
、
高
松
、
一
一
耐
岡
育
八
幡
、
長
崎
、
熊
本
、
佐
世
保
白
需
都
市
で
あ
る
。

第
一
表

(
昭
和
五
|
二
五
年
〕

人
口
一

O
寓
以
上
白
都
市
人
口

昭
和
五
・
一

0
・一

タ
一

0
・一

0
・一

一
五
・
一

0
・一

二
0
・
一
了
一

一
二
・
回
二
一
六

二
二
・
一

0
・一

三
三
・
入
・
一

一
六
、
一
」
一
九
、
五
八
二
人

一
入
、
七
七
O
ハ
入
六
三

一
二
、
七
入
問
、
百
六
五
五

一
二
、
間
三
七
、
二
三
一

一豆、

O
二
一
九
、
七
宝
二

一
六
、
七
八
九
、

O
一四

一
七
、
八
三
回
、
八
七
三

(
糊
理
府
統
計
局
編
、
日
本
統
計
年
鱈
)

タ• タ

併
し
右
の
都
市
人
口
の
一
般
的
趨
勢
の
中
で
各
都

市
及
び
地
域
に
よ
う
で
は
様
々
白
型
が
あ
る
。
極
〈

大
づ
か
み
に
云
え
ば
、
敗
戦
後
の
低
水
準
か
ら
み
れ

ば
念
激
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
戦
時
中
白
膨
脹
鮪
忙

は
達
し
な
い
も
の
、
敗
戦
官
後
に
も
減
少
せ
中
戦
時

中
白
水
準
か
ら
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
も
の
白
一
一

中
で
も
戦
災
の
打
撃
白
最
も
深
刻
友
超
大
都
市
、
治
土
び
そ
り
周
迭
の
衛
星
都
市
は
戦
前
の
水
準
に
も
友
烏
達
し
左
い
。
郎
有
一
東
京

都
、
名
古
屋
市
、
塑
橋
市
、
大
阪
市
、
堺
市
、
鹿
島
市
、
英
市
等
は
と
れ
で
あ
る
。
戦
時
中
か
ら
現
在
ま
で
一
貫
し
て
増
大
じ
て
い

る
後
者
白
型
陀
は
、
農
業
地
帯
、
殊
に
米
作
地
帯
の
中
都
市
か
多
い
。
即
ち
札
幌
、
旭
川
、
盛
岡
、
仙
選
、
秋
凹
)
3

川
口
、
浦
和
、

漏
出
段
階
陀
於
け
る
地
方
組
済
O
不
均
年
と
尉
政
の
役
割

策
六
十
七
巻

第
六
韓

互王

つ

-
2 -



凋
占
段
階
に
於
け
る
地
方
組
済
の
不
均
等
と
財
政
の
侵
割

第
六
十
七
巻

= 

四

静
六
時
調

六

千
葉
、
新
潟
、
高
岡
、
金
器
、
四
日
市
、
高
知
、
大
ヰ
日
等
で
あ
る
。
併
し
最
後
白
大
卒
回
の
如
き
は
鉱
工
業
都
市
で
あ
り
、
特
忙

戦
後
四
膨
脹
が
大
き
い
と
い
う
耕
で
は
前
者
の
裂
に
入
る
と
す
れ
ば
、
後
者
白
型
は
始
ん
ど
京
北
、
北
陸
、
聞
東
白
米
作
地
帯
白
都

工
業
と
農
業
と
の
閥
係
を
悲
底
と
し
た
人
口
の
移
動
白
問
題
を
僻
〈
一
つ

市
と
い
う
と
と
に
な
る
。
と
と
忙
私
達
は
都
市
と
農
村
、

白
一
鍵
を
見
川
す
白
で
あ
る
。

都
市
木
口
の
愛
動
白
背
後
に
は
必
ナ
良
村
人
口
の
締
出
動
が
あ
る
。
私
が
ζ

白
際
注
意
す
る
一
つ
の
指
標
は
農
家
粂
業
の
地
域
的
同
盟

動
の
欺
態
で
あ
る
。
中
日
事
境
白
初
期
頃
以
東
日
本
は
東
北
の
青
森
、
岩
手
、
放
同
を
、
関
東
の
東
京
を
白
ぞ
い
て
農
家
品
就
業
ば
比

較
的
少
く
、
こ
れ
に
封
し
て
西
日
本
は
一
般
に
衆
業
率
が
た
か
い
と
い
う
地
域
的
劉
抗
聞
係
を
示
め
し
て
い
た
。
東
北
白
農
家
業
業

ほ
農
林
水
産
業
に
開
附
す
る
も
白
で
あ
り
、
近
畿
地
帯
?
セ
れ
は
都
市
人
口
の
増
大
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
太
平

洋
戦
争
中
杢
図
的
に
所
調
職
工
農
家
の
形
で
由
民
家
粂
業
は
増
大
し
た
が
、
大
工
業
地
帯
か
ら
離
れ
た
東
北
、
東
山
、
北
陸
白
増
加
率

協
比
較
的
低
く
、
京
禎
白
阪
一
脚
地
帯
に
近
い
間
剛
束
及
び
近
畿
白
増
加
率
は
き
わ
め
て
顕
著
で
、
東
海
、
四
圏
、
中
園
、
九
州
が
と
れ

に
つ
づ
く
と
い
う
地
域
来
を
一
万
し
て
い
る
n

戦
後
白
良
家
兼
業
白
地
域
的
艶
動
は
一
川
に
戦
時
の
そ
れ
心
反
動
で
あ
り
、
戦
時
中
震
業
ル
叫
が
大
規
模
に
進
行
し
た
地
視
で
は
、
戦

後
粂
業
化
は
低
下
し
逆
忙
専
業
化
傾
向
を
現
わ

L
た
が
、
戦
時
中
砕
就
業
化
が
緩
慢
で
あ
っ
た
地
帯
で
は
戦
後
も
な
ゐ
衆
業
化
が
進
行

じ
て
い
る
c

と
う
い
っ
た
事
情
が
肢
に
述
べ
た
都
市
人
口
白
鐙
動
の
地
域
差
と
担
う
て
現
わ
れ
、
来
北
を
中
心
と
す
る
東
日
本
の
都

市
人
口
れ
戦
後
激
愛
な
く
し
て
上
昇
し
、
間
日
本
白
都
市
人
口
は
戦
時
、
戦
後
で
繍
著
友
愛
化
を
あ
一
ら
は
し
て
い
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

併
し
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
人
口
白
都
市
集
中
傾
向
が
戦
後
東
北
を
中
心
と
す
品
格
件
進
地
帯
に
移
っ
た
な
ど
と
云
う
在
ら
ば
、
大
間

違
い
で
あ
る
。
第
一
に
束
北
在
中
心
と
す
る
来
日
本
D
農
業
地
帯
で
進
ん
で
い
る
兼
業
化
は
良
業
及
び
原
始
産
業
闘
係
白
も
の
が
多



〈
唱
工
業
関
係
D
も
の
の
比
重
は
低
い
。
そ
れ
で
敗
戦
時
の
軍
需
工
業
白
激
動
は
さ
し
て
粂
業
化
傾
向
に
影
響
を
奥
え
歩
、
従
っ
て

ま
た
と
の
地
帯
白
都
市
人
口
に
も
目
立
っ
た
影
響
を
興
え
て
い
な
い
ま
で
で
あ
る
。
と
の
黙
を
も
う
少
し
突
込
ん
で
検
討
す
る
た
め

忙
、
農
業
止
よ
び
工
業
闘
係
自
食
業
農
家
数
鑓
動
白
地
域
差
を
、
阪
述
白
人
口
一

O
寓
以
上
白
都
市
人
口
鑓
動
の
地
域
差
に
封
臆
苫

ぜ
て
、
大
づ
か
み
忙
介
類
し
て
み
上
う
。

第
二
表

臨
時
戦
後
に
争
け
る
農
業
長
よ
び
工
業
閥
係
の
賃
労
働
粂
業
農
家
数
白
府
腕
別
愛
動

I 
栃茨間山秋岩

木城島 1静 岡手

茜五六、 回凡回コ、 車三亙圃、 Aヨ問九ヰ、 z 車4凶3、4→京U = 、
年 業

日

『 ヨ芸ミ P者AZ =『 セ 」盃竺 入 傭

喜 自三四戸問 年 季

一 節

一ズ六 ー売六 エ口完 主ユロ 奏ヨロ ニ会一戸← 
傭

年

~ 瓦完 全 宅口 車菱 重一月
7'、-E塁年

業
、 Y年L 

里省 き一 交- 冥4S 2七 央九戸 定

傭

実禁事会章夫戸 年

重ニミ 『塁 奇司 暴 言 二言三戸
ム/、 大
年 工

業

六 霊~ '"、 ニ一、 ー望、 ニ完、 /、
賃

究白 人一 人苛 円一年

務

要量室三言喜男

世唱
年

中
z言言::a. :;;!.書言一言一=雪戸 ノ年、

ヱ

喜ヨミ 豆善ミ 豆金ミ 書ヱミ ー書1 ニ室ミ戸 J¥ 業
年 賃

一
傍

一会ー言 委一『言 嘉曽←ミ ー男】も 一言 一実、戸 働
年

掴
占
段
階
に
於
け
る
地
方
程
調
の
不
均
等
と
尉
融
自
殺
割

停
宍
十
七
品
世

三
一
五

第
宍
観

七



，房

調
占
段
階
に
於
け
る
地
方
級
済
の
不
均
畢
と
財
政
由
設
割

第
大
十
七
省

= 

プミ

策

強

J、

H 
繭殴兵大愛奈紳JIJ 東

岡島庫阪知 京

農一一、 一=、 山一、 一 一一、 一、
年六

文~ 三占 占完 全回 入契 昆口 ミ六主戸戸
業

日

-霊1 三主三 2主~ --;語 1会 主 1 妻戸 ^ 節"F 季

節

占高 口実、 Z宅、 E実 戸毛祖 全国 王企丹
傭

年

ーノ、
畏号周 ロ回 完国 一き ノ一モ 昌昌 三三五月 年

業

三同 三日 童』 三ヨ 毛百 立一五一と
戸年、

定

恒吉

z売 ニ去 三三 百ユ =白 ー書 毛ニ月 年

三宗翠ミ 五』芸1 二f三可 弓天六 E 王Cミ己 =毛守 三見口ミ戸 年/、 大

二E

-売有E差 主一プ寸む 一弓完が毛 全E均弓S 一霊'~ 童「J、 豆→ZZE 2J司

業
l¥. 

賃年

勢

弓1九2g9口叉也"'¥ -今 き2『h A遣ニミ てZ さ型戸
働

年

会-三五、 七A思、 2凡日、 4回回、 =占コ、 色ニ六、 合ユ六、戸
中六

年

ヨコ

署ヨミ 実ヒミ 喜弓 美T1 量q 弓語 弓習月 年̂  業賃
努

書弓 4貫4 弓実 莞ニミ 『若 書弓 -室1声
働

年

第
二
表
忙
止
れ
ば

I
白
グ
ル
ー
プ
即
ち
東
北
を
巾
心
と
す
る
束
日
本
白
米
作
地
帯
で
は
、
明
か
拡
農
業
関
係
白
穀
業
白
比
重
が
高

く
、
工
業
闘
係
自
殺
業
由
比
重
が
低
い
と
と
、
市
も
工
業
関
係
の
粂
業
農
家
は
戦
時
下
に
沿
い
て
も
急
増
し
な
か
っ
た
だ
け
に
戟
後

。
減
少
が
低
い
と
占
、

E
O
グ
ル
ー
プ
、
印
ち
大
都
市
所
在
。
府
豚
及
び
近
畿
を
中
心
と
す
る
西
日
本
D
代
表
的
な
府
燃
は
J
皮
そ

れ
と

E
皮
封
。
閥
係
を
あ
ら
は
し
て
い
る
と
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
h
v
I
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
地
帯
に
沿
い
亡
は
、

E
白
グ
ル
ー
プ

に
入
る
地
帯
と
比
較
し
て
い
ま
だ
大
規
模
友
人
口
白
都
市
集
中
を
引
起
と
す
保
件
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
と
れ
は
二
十

ご
年
以
後
の
傾
斜
生
産
、
安
定
化
政
策
白
下
で
農
村
が
重
慶
を
う
け
つ
つ
あ
る
段
階
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
立
寵
さ
れ
る
。

(
安
本
、
地
方
柄
湾
計
測
上
田
問
題
鮎
、
下
)



即
ち
東
京
、
神
奈
川
、
石
川
、
一
一
周
井
と
い
っ
た
と
と
ろ
で
は
‘
農
業
主
従
と
す
る
第
二
種
殺
業
農
家
、
却
ち
土
地
か
ら
殆
ん
ど
離
れ

去
ろ
う
と
す
る
農
民
の
賃
努
働
者
牝
が
卒
閣
の
水
準
を
と
え
て
増
大
し
、
近
畿
を
中
心
と
す
る
西
日
本
で
は
更
に
と
の
上
に
専
業
農

家
白
梁
業
佑
が
全
般
的
に
進
行
し
て
い
る
。
と
れ
は
と
の
期
間
都
市
に
質
生
し
た
失
業
者
の
師
長
を
相
殺
す
る
も
凸
が
あ
る
D
で
は

な
い
か
と
岡
山
は
れ
る
。
い
士
廿
三
年
の
市
部
人
口
比
(
人
口
の
都
市
集
中
事
)
を
各
都
道
府
腕
に
う
い
て
み
れ
ば
弐
白
ょ
う
で
あ
る
。

大， 聞東地方「一都平長山新神束千埼群栃茨部z均野梨潟荊京葉玉馬 木城人

:亡、恩玉三王者会孟弓量三^"'口
豆、占ム止去圭主占主 λ 三立て比

L 
て
し、

る
ili: 
畿
の
市
部
人

E1型王」乙色AL
量平山置岡島鳥平裂奈兵大京滋幅

芙均口島山根取均山良庫阪都賀井

~ 元き元三五宍完き元石室主宍手;;;:
司 亘均4也八二四五己主"'-0ロエ屯銘

第

表

( 

昭
朝日

十

コ
年
i¥ 

ノ~月
-，~ '-' 

府
間
脚
別
市

Mm 

雷
・
耳

山

査

圏

平

均

方

静石宮

両

;j~ 

海

君主

三一・回

J!I 

君

主主. 
九

JI<; '~，!I!!ー芝
平 繭 山 秋 宮 岩 育

森
一
泊
み

手
一
六
ム

域
-
画
・
六

回
=
・
均

形
一
八
・
回

島
=
一
・
ニ

均
一
千
耳

中部地一岐愛

知阜重

主
(
)
・
屯

均

平

量
ロ

第
三
表
を
地
方
別
み
れ
ば
、

ζち
里
ハ
・
口

四園地方

平高愛者徳

均知媛川島

日 一 & ー-

=石買己記
主主λ占主%

大
都+

市九州地方

'"一長平警官大熊長佐爾

宗均高時間調岡

良
業
自甘
E 
U〆

!T 

同

-
7九

一一一・回
一一白人・
A-7回

-
E・
凡

旦
Z
・
晶

一軍・
A

-一八・大

(府鳳別現況分析・資料統計編〉

ラ
ン
ド
の
多
い
関
東
は
そ
れ
に
つ
ぎ
、
最
低
よ
り
み
れ
ば
後
進
地
帯
の
東
北
、
そ
れ
に
つ
い
で
四
闘
と
い
う
割
合
常
識
的
な
結
論
が

出
る
が
、
市
部
人
口
比
を
府
腕
別
に
み
る
と
想
像
以
上
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
白
扶
態
が
あ
ら
は
れ
る
。
第
一
に
全
園
干
均
以
上
白
市
部

人
口
比
を
も
っ
府
燃
は
極
め
て
少
い
と
と
。
副
ち
東
京
、
神
奈
川
、
石
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
山
口
、
一
一
服
岡
僅
か
九
府

腕
、
市
も
第
二
に
と
の
九
府
臓
の
中
石
川
を
の
ぞ
い
て
後
の
市
部
人
口
比
が
喜
一
閤
平
均
を
上
ま
わ
る
率
は
極
め
て
著
し
い
と
い
う
こ

掴
占
段
階
に
骨
付
る
地
方
紹
揖
叩
不
均
轄
左
財
政
申
役
割

第
六
十
七
巻

む

第
六
抗

プL



濁
占
段
階
に
川
町
け
る
地
方
組
油
田
不
均
轄
と
財
政
の
彼
割

第
六
十
七
魯

t 

i¥. 

第
六
貌

O 

と
で
あ
る
u

も
っ
と
も
人
口
の
都
市
集
中
の
型
は
様
々
で
、
人
口
十
寓
以
上
自
都
市
が
い
く
う
か
か
た
ま
っ
て
一
つ
の
産
業
地
帯
主

作
り
人
口
集
中
を
極
度
に
た
か
め
ず
」
い
る
府
牒
(
例
、
京
演
の
東
京
、
川
崎
、
横
演
巴
都
市
、
阪
神
白
神
戸
、
尼
崎
、
西
宮
、
犬
阪
、
携
の
諸
都
市
)

や
、
比
較
向
島
く
れ
た
農
業
地
帯
に
あ
っ
て
高
い
人
口
集
中
を
示
め
じ
て
い
る
府
腕
街
、
京
都
)
等
が
あ
る
。

人
口
分
布
白
地
域
的
不
均
等
白
問
題
に
つ
い
て
い
量
ま
で
述
べ
た
と
と
ろ
か
ら
、
既
に
と
D
問
題
白
背
景
に
都
市
と
農
業
、
工
業

と
農
業
と
D
関
係
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
と
が
暗
示
さ
れ
た
。
そ
と
で
失
に
人
円
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
を
具
純
化
し
て
農
林
、

水
産
業
に
従
事
す
る
第
一
次
産
業
人
口
と
鎖
工
業
に
従
事
す
る
第
三
次
産
業
人
口
と
の
関
係
白
地
域
的
不
均
等
を
観
察
し
よ
う
。
般

密
に
云
え
ば
な
語
商
業
、
交
題
業
、
公
務
自
由
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
に
従
事
す
る
第
三
夫
産
業
人
口
を
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
で
あ
る
〆

が
、
と
と
で
は
生
産
諸
力
白
護
展
段
階
、
い

b
ゆ
る
「
工
業
北
」
白
地
域
的
差
等
を
き
わ
め
る
と
と
を
目
標
に
長
い
て
い
る
D
で、

と
白
見
地
か
ら
は
第
三
次
捧
業
人
口
は
第
二
次
産
業
人
口
の
増
大
止
と
も
に
増
大
す
る
も
白
と
し
て
特
別
問
題
に

L
K
い
。
さ
て
第

一
共
産
業
人
口
忙
謝
す
る
第
二
弐
斎
業
人
口
の
%
の
全
園
平
均
は
四
四
%
で
あ
る
が
・
と
の
揚
令
も
著
し
い
地
域
的
偏
侍
を
一
周
し
、
東

京
む
五
一
四
%
、
大
阪
由
三
二
六
%
、
神
奈
川
白
一
五
八
%
、
一
両
悶
白
一

O
七
%
を
白
ぞ
い
て
後
は
す
べ
て
鍛
工
業
人
口
よ
り
も
農

業
人
口
の
方
が
多
い
府
鯨
で
あ
る
。
特
に
農
業
人
口
が
多
く
、

寸
工
業
化
」

D
K
く
れ

τ
い
る
地
域
は
鹿
児
島
の
一
二
%
、
岩
手
白

一
七
%
、
青
森
白
一
八
%
、
鳥
取
、
島
根
白
一
九
%
等
で
あ
る
。
「
工
業
化
L

と
い
う
言
葉
は
生
産
諸
力
の
護
展
。
契
機
を
含
ん
だ

概
念
で
あ
る
か
ら
、
と
の
見
地
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
以
上
の
全
圏
平
均
以
下
白
府
腕
に
も
様
々
の
型
が
あ
る
。
第
一
に
戦
前
は
製
糸

業
地
帯
で
あ
ワ
て
戦
時
中
製
糸
業
の
生
産
力
が
低
F
し
、
過
剰
人
口
の
底
力
が
農
業
経
営
の
事
細
化
を
促
し
た
よ
う
な
後
退
向
乃
至

停
滞
的
な
地
域
、
邸
ち
群
馬
、
山
梨
、
長
野
、
石
川
、
問
井
、
岐
阜
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
鹿
児
島
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
ラ
い

で
第
二
次
産
業
の
構
成
比
率
は
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
程
度
白
少
い
背
森
、
栃
木
、
奈
良
、
佐
賀
等
、
大
間
停
滞
的
部
類
に
入
る



視
帯
。
第
三
は
戦
時
経
持
下
に
拾
い
て
著
し
く
鍛
工
業
生
産
の
増
大
し
た
麻
臓
で
、
特
に
炭
鍛
所
在
の
詩
勝
、
大
都
市
周
迭
の
静
腕

等
、
前
進
型
白
地
域
で
あ
る
。
こ
白
巾
東
北
、
関
東
の
米
草
作
地
帯
白
誇
腕
で
は
農
村
由
過
剰
人
口
が
鏑
工
業
に
吸
牧
さ
れ
た
。
北

海
道
、
岩
子
、
秋
問
、
宮
城
、
昭
島
、
茨
城
、
埼
玉
、
富
山
、
新
潟
、
山
口
、
熊
本
等
郎
ち
と
れ
で
あ
る
。
而
も
と
れ
ら
産
業
構
成

。
高
皮
化
を
示
し
た
地
帯
で
は
、
必
し
も
鎖
工
業
生
産
力
の
み
友
ら
十
農
業
生
産
力
、
反
営
収
量
も
向
上
し
て
い
る
。
併
し
特
に
束

北
地
方
白
諸
腕
白
農
業
生
産
力
D
上
昇
は
、
鍛
工
業
と
の
聞
係
よ
り
も
、
と
む
地
帯
忙
特
有
た
地
主
制
を
排
除
し
た
農
地
改
革
む
影

響
を
者
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
反
封
に
産
業
構
成
心
後
退
乃
主
停
滞
的
危
諸
問
肺
で
は
ま
た
農
業
生
産
力
も
後
退
し
て
い
る
と
と
ろ
が
多

い
。
特
に
戦
前
で
は
近
畿
型
乃
至
西
南
型
む
農
業
を
代
表
し
た
奈
良
、
佐
賀
が
そ
う
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
産
業
構
成
の
愛
動
に

着
い
て
前
進
的
な
諸
腕
抑
止
停
滞
的
危
諸
燃
と
の
代
表
例
を
分
ち
、
共
各
々
に
持
け
る
米
白
反
笛
牧
磁
高
の
礎
化
主
み
よ
う
。

注
意
し
て
よ
い
の
は
、
米
の
生
産
力
(
反
償
収
穫
量
)
に
於
い
て
戟

第
四
表

E

土
産
業
構
成
の
停
滞
し
て
い
る
諸
腕

佐奈官繭右群

賀具 井川馬

一一一一一一 一一一一

収隆高未聞型年三

、、、『、、、

三O三 三二一 七九八 九三五 二八六 O 四四
/石/反

ー一一一一一 米J隆K末昭玉宝一日

一一一一一一、、、-、、、
高年

五回一一三二

一O 六O O 七O 三O O 布V~反

関
占
段
階
に
酔
け
る
地
方
陣
済
白
不
均
隼
ー
と
尉
世
田
役
割

前
と
戦
後
と
で
位
、

地
域
的
友
捌
係
が
逝
賄
し
て
い
る
と
と
で
あ

る
。
戦
前
主
識
を
中
心
と
す
る
西
日
本
の
企
図
最
青
白
生
産
力
を

示
し
た
諸
膝
白
地
位
は
低
下
し
、
来
北
及
び
北
陸
地
方
白
地
位
が

上
昇
L
た
。
か
く
し
て
米
の
生
産
力
は
い
よ
い
占
生
産
諸
燃
に
集

中
し
、
米
の
生
産
地
帯
と
消
費
地
帯
と
が
明
確
に
分
れ
て
来
た
。

併
し
後
に
も
強
調
す
る
よ
う
に
、
米
白
生
産
力
に
限
ら
宇
、
共
他

あ
ら
ゆ
る
生
産
諸
力
白
地
域
別
心
ウ
ェ
イ
ト
は
、
相
側
占
資
本
主
義

段
階
に
於
て
は
、
地
域
白
経
晴
樹
的
ウ
ェ
イ
ト
を
一
不
す
も
の
で
は
な

第
六
十
七
巻

= 
ブL

第
六
銃



淘
占
段
階
に
骨
け
る
地
方
経
済
の
不
均
年
と
財
政
白
筏
剖

H 
I'A 

回

産
業
構
成
。
高
度
化
し
た
諸
聯

}市:ー

帰 l ーミ二ご~別 l 、. 、、、
現 | 九 四三一八二
況 10四克九五八
分 l一旦 7L二三
析 l
主主
料
統
言十

網
よ
り
千乍
成

一
、
八
八

ρ

一
、
七
七
O

て
九
回
O

第
六
十
士
片
品
世

O 

第
六
輯

岩

手

、

六
O 

-
一
、
二
三

O

一
、
八
八

O

い
。
ま
し
て
生
産
諸
力
の
指
標
v
と
し
て
、
各
産
業
部
門
の
生
産
額

そ
れ
は
部
門
に
よ
う
て
す
べ
て
心
地
域

(
生
産
金
額
)
を
と
れ
ば
、

に
分
散
し
て
い
る
。
例
え
ぽ
曲
民
業
生
産
額
に
於
て
は
北
海
道
、
東

北
、
関
束
。
諸
服
、
つ
い
で
愛
知
勝
、
林
産
額
に
於
て
は
東
北
、

北
海
道
、
中
部
、
九
州
の
南
部
、
水
産
額
は
北
海
道
と
九
州
、
鎖

産
相
制
は
九
州
と
北
海
道
と
い
う
風
に
。
た
だ
と
白
中
で
工
業
生
産

額
は
、
綱
生
産
額
の
五

O
川
市
以
上
を
占
め
、
而
も
地
域
内
集
中
は

か
な
り
著
し
く
、
ぞ
れ
ぞ
れ
白
酔
の
経
費
を
物
語
る
。

中

園

ムノ、

六
% 

幅

島

工
業
生
産
額
白
地
域
的
分
布

閥

東

一二

0

・0
%

東

:jt 

四
・
入

宮

山

近

畿

主

北

t醤

t宣

回

新

潟

中

間日

一
五
・
九

四

. 
~ 
r、

山

口

ゴL

チトI

九
・
七

闇

(
府
廓
別
現
況
分
析
箕
料
統
計
制
)

慢
誼
と
白
エ
業
の
地
域
的
分
布
も
業
種
別
に
つ
い
て
み
れ
ば
様
々
で
あ
週
、
例
え
ぽ
化
皐
工
業
古
は
大
阪
、
東
京
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
踊
問
、
紡
織
工

計
で
位
大
版
、
愛
知
、
京
都
、
言
、
東
京
、
金
属
製
品
エ
業
ア
は
繭
岡
、
大
阪
、
東
京
、
精
密
機
械
工
業
で
は
妻
、
兵
庫
、
愛
知
、
食
料
品
工
業

第
五
表計

一0
0
・0



で
位
北
海
道
、
兵
庫
、
東
京
、
大
阪
、
静
岡
華
、
而
し
て
骨
地
域
由
工
業
技
展
の
高
度
化
水
梓
乞
知
る
た
め
に
消
費
財
工
業
生
直
翻
に
謝
す
る
生
産
尉

工
業
生
産
額
の
比
五
を
調
べ
て
み
れ
ば
、
闘
束
、
九
州
、
近
畿
、
中
園
、
中
部
、
東
北
、
四
圏
、
北
海
道
四
順
に
な
る
。
府
腕
別
に
み
れ
ば
神
奈
川
が

一
、
ニ
ゴ
一
O
で
呉
昧
巨
大
き
く
、
山
口
一
一
一
一
六
、
東
京
二
O
七
、
最
低
が
山
梨
の
二
二
、
繭
井
四
一
回
と
な
ヲ
て
い
る
。

決
に
交
通
の
地
域
的
不
均
等
を
み
よ
う
。
道
路
、
海
締
等
は
園
又
は
地
方
公
共
図
憾
の
重
要
な
施
策
の
針
品
端
で
あ
る
が
、
銭
軌
道
、

草
輔
共
他
交
通
手
段
を
と
白
中
忙
総
括
す
れ
ば
、
相
側
占
資
本
主
義
段
階
白
生
産
諸
力
白
地
域
的
不
均
等
を
綜
令
的
忙
現
わ
す
一
指
標

と
左
る
で
あ
ろ
う
。
併
し
各
地
方
の
交
通
量
を
餓
道
轍
詮
童
や
港
湾
取
扱
量
で
あ
ら
は
せ
ば
、
そ
れ
と
各
地
方
の
線
生
産
額
と
は
必

/ 

し
も
比
例
し
友
い
。

ζ

れ
は
前
者
が
重
量
で
現
わ
さ
れ
る
に
反
し
、
後
者
は
金
額
で
現
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、
ま
た
貨

物
自
動
車
等
に
よ
る
地
方
的
左
輸
送
が
凡
沿
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
鍛
造
絶
反
(
品
目
業
粁
/
糠
面
積
)
や
逝
同
町
薪
皮
や
港
湾

施
設
〔
港
湾
岸
壁
)
白
分
布
も

も
と
よ
り
各
府
肱
の
生
産
額
と
正
確
に
比
例
し
な
い
。
も
と
よ
り
交
通
と
い
う
も
の
は
特
定
の
生

生
産
臓
と
消
費
勝
、
外
岡
貿
易
等
と
白
閥
係
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
も
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
殊
忙
硲
湾
岸
壁
の
延
長
白
一
一
両
い
地
方
は
生
産
地
帯
と
し
て
重
量
貨
物
を
移
川
す
る
地
方
以
外
に
、

海
外
よ
り
職
入
原
料
に
依
存
す
る
銭
鋼
業
、
ソ
ー
ダ
工
業
、
石
油
工
業
等
白
存
在
す
る
地
方
で
あ
っ
て
、
と
白
延
長
白
大
き
い
も
白

か
ら
云
え
ば
、
北
海
道
、
兵
庫
、
大
阪
、
神
奈
川
、
山
口
、
一
一
附
同
等
で
あ
る
。
来
京
は
そ
の
殆
ん
と
全
部
を
準
駐
軍
に
接
牧
さ
れ
て

い
る
。
併
し
以
上
の
諸
指
標
を
綜
令
す
れ
ば
各
地
方
の
生
産
活
動
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

産
地
帯
に
よ
っ
亡
一
方
的
に
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
し
に
、
生
産
腕
相
互
、

調
占
段
階
K
於
け
る
地
方
経
済
白
一
小
均
曙
と
尉
政
の
役
割
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七
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調
占
段
階
に
於
け
る
地
方
組
湾
内
不
均
等
と
財
政
P
筏
割

事
六
十
七
巻

一

第
六
輯

第
六
表

交

活

施

設

分

布

密

度

{民度白地域 商度白地域

脊愛山富岩高
愛佐幅神奈JI¥ 大 東

森媛梨崎手知 知 賀 岡 阪 京
織

道

密

ヨO正 九凶 但八l八四 尚五 ) 九

二三二三三四 度

六O 七o 回 O 五七 三五

愛北溜遁山和歌山 新高 愛石兵大奈)神1¥ 東

援梨潟知 知川庫阪 京
道

路

密

一一一一 一一 二三主九 同五八度
八八 七宝三七二 六O 二 =八一

六六四三大 二 O 三宜!

a 

島滋和宮 香徳烏 兵愛隔奈1神1¥ 大東

根賀 川島取 庫知問 阪 京

， 

O四四四八国王-
八八戸七七五 三四 二戸大

備

(
府
麻
別
現
況
分
析
統
計
責
料
よ
り
作
成
)

誓
)
 

1
 

(
 

鋪
道
密
度
は
時
議
粁
/
総
面
積
(
昭
和
二
二
年
四
且
)
金
圏
平
均
伽
/
/
聞
を
一

O
O
と
し
て
現
わ
し
た
指
数
で
あ
る
o

防
4

国



(2) 

遭
略
物
陸
一
目
白
頭
車
交
週
ぱ
前
田
園
道
府
勝
道
市
町
村
遣
の
延
長
を
各
府
臓
の
総
面
積
で
割
り
、
と
の
金
圏
平
均
蜘
/
闘
を
一

0
0
と
し
た

no 

指
数
(
昭
和
一
二
年
=
一
月
)

貨
物
自
動
車
分
布
車
は
各
同
臓
の
貨
物
自
動
草
保
有
台
数
の
千
分
比
品

以
上
白
夜
連
施
設
。
介
布
帯
皮
は
そ
れ
自
開
請
地
域
。
生
古
院
議
力
。
不
均
等
性
を
鏡
〈
現
わ
し
で
い
る
が
、
と
れ
ら
の
施
設
に
よ

っ
て
行
は
れ
て
い
る
突
誼
そ
白
も
の
は
、
生
産
地
域
と
生
産
地
域
、
生
産
地
域
と
消
費
地
域
と
の
問
?
セ
れ
を
現
は

f
以
外
に
、
商

品
の
取
引
、
商
品
安
木
白
運
動
と
し
て
諸
地
域
D
関
白
資
本
的
支
配
と
従
属
の
閥
係
を
あ
ら
は
す
も
D
で
あ
る
。
地
域
開
白
支
配
と

従
属
の
閥
係
は
地
域
的
不
均
等
設
展
。
最
も
重
要
注
側
面
で
あ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
は
次
的
に
も
つ
在
詳
細
に
述
べ
る
筈
で
あ
る

(3) 

が
、
玩
に
都
市
人
口
主
農
村
人
日
正
白
関
係
を
み
る
際
に
も
と
白
問
題
に
ふ
れ
亡
い
る
白
で
、

と
と
で
も
若
干
ふ
れ
て
長
き
た
い
。

い
ま
織
遺
貸
物
の
動
舎
を
各
鍛
造
局
に
於
け
る
褒
若
陀
わ
け
で
調
べ
て
み
れ
ば
、
喋
京
と
大
阪
が
名
古
屋
を
中
心
と
し
て
大
き
〈

経
済
圏
在
形
成
し
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
東
京
を
到
着
用
と
す
る
貨
物
白
多
く
怯
仙
裏
、
新
潟
よ
り
出
て
、
大
阪
を
到
着
局
と
す

る
貨
物
の
多
く
は
庚
島
、
門
司
か
ら
出
て
い
る
。
そ
し
て
名
古
屋
は
ほ
ぼ
均
等
に
束
京
へ
も
大
阪
へ
も
‘
出
し
て
い
る
闘
係
に
あ
る
。

反
封
に
東
京
を
護
着
と
す
る
貨
物
は
多
く
仙
華
、
名
古
屋
、
新
潟
の
各
局
虻
向
い
、
大
阪
を
護
局
と
す
る
貨
物
ぽ
名
古
屋
、
東
京
、

鹿
島
の
各
局
に
向
づ
て
い
る
。
併
し
貨
物
に
よ
っ
て
地
域
相
互
間
白
交
流
閥
係
は
異
る
。
今
農
産
物
と
金
属
製
品
と
に
つ
い
て
調
べ

て
み
占
う
。第

七
表

銭
道
主
要
貨
物
交
流
閣
係

(
昭
和
二
十
一
一
一
年
度
、
車
位
千
ト
ン
)

計

2，16副

1，6371 

1，4S!l 

61副

28 

1，59副

1，05 

1，0381 

54副

66 

13国

2副

4011 

16副

8割

13 

2，87 

調
占
段
階
に
骨
け
る
地
方
組
抽
聞
の
不
均
等
と
尉
政
申
役
割
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調
占
段
階
に
於
け
る
地
方
組
涛
の
不
均
等
と
財
政
田
俊
割

第
六
十
七
巻

= 

四

第
六
曲

割近
東

E 
大 民 国 F弓 新 イ山 キL

京一 阪 島 園 司 調 基 幌

東 1.8~ml 111 85 13 I 41 -123 154 38 

名 333 778 381 9 2 o 53 21 56 

農
大 134 190 56 12 11 23 16 13 

鹿 51 15 10 32 7 3 8 

四 33 204 。 2 1 E 
震

門 22 37 31 1，449 3 3 3 

291 新 414 86 11 2 ケ 50 86 

品
イ山 305 103 37 8 37 27 377 出|
本し 43 o E 13 131 1，345 

計 2，974 508 241 1，5.47 341 639 1.629 

東 102 24 8 59 61 35 47 

名 16::1 1ケ0 19 8 2月 19 6 ケ
金 8，， 1 
制大 137 178 62 20 16 10 15 

麗 麗 15 33 5 28! 1 2 

四 1 3 8 5 o 1 。
工 i

門 47 
217α J 

55 21 2 244 1 7 

業 新 64 19 1 ] 11 6 

明白 7 10 1 o z 4 
品

キL 1 3 1 1 o 119 

677 
、

465 吋言Z 494 166 53 

農
産
物
白
聡
迭
に
O

い
て
は
‘

六

(安本地方極済JJ計測上の問題鞘〕

大
都
市
、
大
消
費
地
の
あ
る
地
方
で
は
局
管
内
の
轍
港
が
大
宮
在
地
位
を
占
め
て
い
る
。
と
れ
に



反
し
米
作
地
帯
、
共
他
農
産
物
生
産
地
帯
を
も
っ
と
こ
ろ
で
は
管
外
輸
送
が
大
き
い

q

そ
白
中
新
潟
は
震
建
農
産
物
白
四

O
町
内
を
束

京
へ
、
次
で
名
古
屋
、
大
阪
へ
逢
う
て
い
る
。
仙
蓋
は
そ
由
三

O
%を
東
京
へ
、
次
で
大
阪
に
逸
っ
て
い
る
。
新
潟
、
仙
蓋
が
東
京

の
経
済
圏
内
に
あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
名
古
屋
は
束
京
引
送
る
農
産
物
よ

D
も
や
や
多
〈
白
も
の
を
大
阪
へ
港
う
て
い
る
。
と

の
他
大
阪
へ
は
庚
島
、
仙
基
か
ら
逸
ら
れ
て
い
る
と
と
が

b
か
る
。
結
局
東
京
、
大
阪
は
農
産
物
忙
於
て
は
到
着
貨
物
の
方
が
護
途

貸
物
主

b
も
多
く
、
新
潟
拡
到
着
白
一
二
倍
以
上
、
仙
蜜
は
二
倍
口
比
ら
す
の
農
産
物
を
護
送
し
生
産
腕
柄
、
農
業
麻
由
特
色
を
は
っ
き
り

現
は
し
て
い
る
。

農
産
物
白
轍
迭
に
封
し
金
属
工
業
品
白
聡
迭
は
、
極
め
て
大
き
な
特
徴
を
も
ワ

τ
い
る
。
即
ち
何
れ
も
管
外
轍
迭
が
多
く
て
各
地

方
相
互
白
交
流
関
係
が
多
面
的
で
，
農
産
物
に
あ
ら
は
れ
た
程
白
一
方
的
な
つ
な
が
り
が
み
ら
れ
な
い
ζ

と
で
あ
る

Q

併
し
そ
の
中

で
も
東
京
は
名
古
屋
大
阪
に
多
〈
凶
器
り
、
大
阪
は
東
京
、
名
古
屋
に
多
く
迭
り
、
名
古
屋
は
大
阪
、
来
京
(
金
風
工
業
柿
の
場
合
も
大
阪

へ
開
明
治
ト
ン
叡
の
方
が
東
京
へ
の
そ
れ
よ
b
も
多
く
な
っ
て
い
各
O
)

へ
多
く
選
る
と
い
う
風
に
大
都
市
、
大
工
業
地
帯
相
互
間
白
交
流
関
係

が
密
接
ち
あ
る
。
金
属
工
業
口
問
白
職
迭
の
揚
合
は
生
産
財
生
産
部
門
相
互
、
ま
た
は
生
産
財
生
産
部
門
と
消
費
財
生
産
部
門
の
聞
の

地
域
的
交
流
が
行
は
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
従
う
て
と
の
揚
合
に
は
、
農
産
物
白
如
く
、
地
域
的
従
属
関
係
が
は
円

J

き
り
浮
び

出
て
い
な
い
と
と
が
特
色
で
あ
る
が
、
工
業
原
料
や
燃
料
。
轍
迭
と
な
る
と
そ
う
で
は
な
い
ョ
而
も
こ
白
場
合
に
は
鎖
道
建
設
よ
り

也
海
上
逼
迭
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
私
達
は
石
炭
の
海
還
を
例
に
と
ろ
う
。

縄
由
段
階
に
於
け
る
地
方
担
済
白
不
均
年
と
財
政
の
役
割

第
宍
十
七
巻

一一一ニ五

第
六
韓

七
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凋
占
段
階
に
於
け
る
地
方
担
清
田
平
均
年
と
財
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静
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七
巻
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【安本樋済計量宣監修日本桓済o地域構造〕

と
O
表
に
上
れ
ば
、
石
炭
生
産
地
域
と
消
費
地
域
的
ち
工
業
地
帯
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
す
る
。
而
も
中
部
を
中
に
は
さ
ん
だ
闘

東
と
近
畿
圭
の
優
越
同
地
位
が
明
確
に
描
き
目
さ
れ
て
い
る
。
生
産
地
白
側
か
ら
云
え
ば
、
北
海
道
は
専
ら
関
東
に
依
存
し
、
九
州

ほ
ま
づ
近
畿
つ
い
で
関
東
‘
中
部
と
比
較
的
タ
面
的
た
依
存
関
係
に
あ
る
己
と
が

b
か
る
。
と
と
で
は
海
濯
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
生

産
現
地
白
工
業
的
地
位
は
b
か
古
な
い
が
、
そ
れ
で
も
大
づ
か
み
に
一
耳
つ

τ日
本
経
債
は
、
愛
知
、
静
岡
等
の
工
業
地
帯
を
中
に
沿

い
て
京
演
、
阪
神
を
軸
と
す
る
粧
梼
圏
陀
分
か
れ
る
己
と
が
指
摘
さ
れ
4

る
白
で
あ
る
。



、

経
済
の
地
域
的
不
均
等
と
資
本
の
支
間

工
業
生
産
、
農
業
生
産
、
交
通
等
陀
ょ
っ
亡
あ
ら
は
占
れ
る
生
産
諸
力
の
地
域
的
不
均
等
白
問
題
を
概
観
し
た

白
で
あ
る
が
、
玩
に
述
べ
た
と
と
ろ
に
主
つ
で
も
、
と
の
問
題
。
背
景
に
は
猫
占
資
本
の
支
配
を
基
盤
と
す
る
地
域
的
支
配
と
従
属

白
闘
係
白
あ
る
と
と
が
暗
示
さ
れ
た
。
併
し
と
白
後
白
事
」
民
は
、
生
産
力
乃
至
生
産
活
動
白
地
域
的
分
布
状
況
か
ら
は
ま
だ
克
分
明

か
に
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
現
代
化
告
げ
る
脊
本
白
支
配
は
、
金
融
資
本
の
支
配
の
形
で
行
は
れ

τい
る
。
と

前
節
で
は
人
口
、

の
事
寅
は
、
生
産
諸
力
の
地
域
的
不
均
等
よ
り
も
、
資
金
や
所
得
の
分
布
心
地
域
的
不
均
等
を
探
り
出
す
と
と
に
上
り
一
そ
う
は
っ

き
り
浮
び
上
っ
て
来
Z
で
あ
ろ
う
。
と
の
た
め
に
ま
十
現
代
に
於
て
は
一
地
域
。
生
産
額
は
そ
の
地
域
の
住
民
の
所
得
や
資
本
の
蓄

積
と
比
例
し
な
い
と
い
う
事
貨
を
指
摘
し
て
お
〈
必
要
が
あ
話
。
生
産
が
去
の
地
域

ι住
民
D
資
本
に
上
っ
て
管
垂
れ
る
程
度
が
大

で
あ
れ
ば
、
そ
白
相
闘
性
は
大
で
あ
る
が
、
現
代
に
於

τは
生
産
自
集
中
以
上
に
資
本
の
地
域
的
集
中
が
進
み
、
と
れ
と
闘
聯
し
て

金
融
機
闘
や
財
政
機
構
を
渇
す
る
資
金
の
集
中
、
地
域
問
。
商
品
白
不
等
償
交
換
が
行
は
れ
る
由
で
‘
両
者
の
背
離
は
嘗
然
環
恕
さ

れ
Z
D
で
あ
る
。
と
り
事
貨
を
兵
略
的
に
知
る
た
め
忙
安
本
統
計
課
「
地
方
粧
済
力
計
測
上
の
問
題
賄
、
上
」
で
位
、
決
の
よ
う
な

方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
卸
ち
属
地
計
算
に
基
く
生
産
額
(
粗
生
産
額
)
と
属
人
計
算
に
占
る
所
得
額
と
の
地
域
的
分
布
を
比
較
す
る
の

で
あ
る
が
、

雨
者
の
糟
計
三
二
、
六
四
五
億
園
、
昭
和
二
十
三
年
)
は
全
開
と
し
て
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
D
仮
定
か
ら
、
粗
牛
産
額

忙
建
築
、
運
職
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
共
他
の
牧
入
額
を
加
へ
各
地
域
に
接
分
修
正
し
た
結
果
、
各
地
の
生
産
額
と
所
得
額
と
を
比
較
す

z。
そ
白
結
果
を
、
所
得
額
が
生
産
額
止
り
も
非
常
に
多
い
地
域
(
+
)
と
所
得
額
が
生
産
額
よ
り
も
非
常
に
少
い
地
域
(
一
)
と
に
分

類
す
れ
ば
火
の
占
う
に
な
る
。

調
白
段
階
K
A
R
け
る
地
方
組
揖
四
不
均
等
と
財
政
由
役
割

第
六
十
七
省
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調
白
段
階

K
於
付
る
地
方
組
祷
由
不
均
時
之
助
政
申
校
割

第
九
表

東互主愛丈~~ 

悔

生
産
額
と
所
得
額
と
の
地
域
的
分
布

(
昭
和
一
一
十
=
一
年
)

所

得

額

生

産

穎

第
六
十
七
巻

(
単
位
億
岡
)

(

十

)

(
+
)
 

(
十
)

(+) 

( 

) 

( 

) 

( 

V 

=一二凡

事
六
曲
師

。

所
得
t
生
産

七ブし
国

七
回

ー
四
O 

四
五
五八七 O

(
安
本
、
前
掲
寄
よ
り
抜
翠
)

問
題
が
あ
る
の
で
、

を
比
較
す
れ
ば
、
大
腿
同
様
な
結
果
が
推
論
出
来
る
白
で
は
な
い
か
と
忠
は
れ
る
。

背岩新

京

て
四
丸

二
、
七
六
五

都

L

ハ
O
六

四

と
白
表
に
止
る
と
、
大
都
市
町
所
在
す
る
府
腕
が
共
白
他
地
域
か
ら
流
入
す
る
所
得
に
よ
ワ
て
ま
か
な
は
れ
て
い
る
。
特
に
東
京

白
生
産
額
在
民
得
額
と
背
離
は
大
昔
〈
、
そ
白
所
得
白
四

O
M
A内
外
が
他
白
地
域
か
ら
吸
収
さ
れ
た
も
の
か
ら
な
り
、
反
針
に
北
海

知

九
O 

て

O
一六

道
、
東
北
の
如
き
生
産
地
帯
は
生
産
額
の
ご

O
M河
内
外
の
も
り
が
東
京
共
他
の
地
域
へ
吸
い
よ
り
ら
れ
て
い
る
と
と
に
な
る
。
た
だ

と
う
い
う
結
論
を
兵
偲
的
な
数
字
を
も
っ
て
下
す
の
は
、
あ
ま
り
に
大
腸
で
あ
り
、
ま
た
肱
に
の
ぺ
た
統
計
作
成
白
手
績
に
も
種
々

と
と
一
で
は
も
っ
と
操
作
を
阜
純
化
し
て
、
生
産
額
と
所
得
額
、
そ
れ
に
参
考
ま
で
に
預
金
高
の
地
域
的
分
布
率

阪

一
、
六
三
四

一
、
七
七
四

道

一
、
主
主
九

一一一一一一一

一、一

O
四

襟

九
四
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七
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第
十
表

生
産
額
、
所
得
額
、
預
金
額
の
怖
域
的
介
布
率

(
昭
和
二
十
三
年
)

ヰ一リ」日
1
1
5
1一寸
J

つ
JJji?
一1J一

間川一一一一日
H
H

リリ一日一円一一
HUH-υ
一一一一

豆
七
ト
日
h
u
u
れ
hih--計れ一

垣
正
唯
一
帯
当
時
札
一
世
一
一
…
見

1
2
山一一
m
M
M町. 

城
木
田
内

孟主

官
端

計

主

翠

閥'1袈

(
府
廓
別
現
祝
分
析
費
料
統
計
よ
り
作
成
)

と
の
表
で
み
れ
ば
、
生
産
額
以
叩
の
資
金
乃
至
市
町
木
の
地
域
的
集
中
が
は
っ
き
り
観
取
出
来
る
。
即
ち
地
域
的
分
布
率
に
於

τ、

所
得
額
ほ
生
産
績
よ
り
も
、
預
金
額
は
所
得
額
上
り
も
明
確
忙
低
下
す
る
傾
向
を
遡
っ
て
い
る
の
は
殆
ん
ど
大
部
分
白
臓
で
、
特
に

東
北
の
諸
燃
が
例
外
な
し
に
ぞ
う
危
う
て
い
る
。
告
た
生
産
額
に
於
て
は
相
首
白
ウ
工
イ
ト
か
持
う
て
い
た
北
海
道
、
神
奈
川
、
兵

庫
、
岡
岡
品
所
得
額
、
瀬
金
額
陀
於
い
て
は
攻
第
に
侭
〈
な
っ
て
い
る
。
従
う
て
逆
に
明
確
な
上
昇
傾
向
を
辿
G

て
い
る
の
は
、
東

京
、
大
阪
、
愛
知
、
京
都
の
四
府
腕
に
過
ぎ
な
い
。
殊
に
東
京
白
集
中
皮
は
鰯
著
で
、
所
得
額
、
預
金
額
と
な
る
ご
と
に
集
中
皮
は

淘
占
段
階
民
世
け
る
地
方
経
済
同
平
均
年
と
財
政
白
筏
割

第
六
+
七
巻

= 
ブL

第
六
甥



調
占
段
階
K
品
目
け
る
地
方
極
端
問
白
不
均
等
k
財
政
申
役
割

第
宍
十
七
省

一一三一
O

第
六
掠

そ
れ
ぞ
れ
傍
近
く
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
私
達
が
到
金
額
を
も
っ
て
、
も

L
も
金
融
養
本
自
ウ
z

イ
ト
を
あ
ら
は
す
と
す
れ
ば
、

東
京
、
大
阪
白
預
金
額
分
布
率
白
尚
喜
は
、
伺
時
に
と
の
地
域
の
と
白
資
本
の
支
配
的
地
位
を
あ
ら
は
す
も
白
と
一
古
え
る
だ
ろ
う
。

私
達
は
，
択
に
と
れ
ら
白
背
離
が
烏
こ
る
わ
原
因
を
そ
れ
ぞ
れ
究
明
し
て
み
よ
う
べ
第
一
忙
曾
祉
費
本
生
生
産
と
の
地
域
的
背
離
で
る

る
。
第
二
忙
所
得
そ
り
も
の
の
種
別
に
闘
寸
る
問
題
で
あ
る
ブ
第
三
に
銀
行
者
本
の
集
中
的
傾
向
で
あ
る
。
第
四
に
財
政
機
構
を
遁

十
る
政
府
資
金
白
運
動
白
集
中
的
保
向
で
あ
る
。

第
十
一
表

一
銭
工
業
品
目
祉
費
本
金
比
生
産
額
の
分
布

吉
十
鱗
エ
業
舎
祉
資
本
金
ム
」
生
産
額
と
の
分
布
を
重
要
な
地
域
に
つ
い
て
芳
察
し
て
み
主
う
。

門
金
闘
を
一
・

0
0
0と
す
)

愛静宮新神 奈)11 東 北稿llit 
知岡山潟 京

資

本
工

同

八四一O 一四 五 九四 六四 l一L 
金

六

生

一
産

業

六七 三二一五 二四 主九 九 一凹
車置

資. 本
鏑

六七 一 金
一八一六一=五

生

産 業
七 額

一|宜一

と
の
去
に
於
て
も
資
本
金
額
集
巾
度
が
生
産
額
。

れ
土
り
も
透
か
忙
高
い
地
域
と
し
て
東
京
と
大
阪
と

を
指
摘
で
き
る
。
特
に
鎖
業
資
本
白
場
合
の
東
京
は

極
端
で
あ
る
。
と
の
他
。
極
端
を
示
す
も
の
が
北
海

道
で
あ
る
。
他
白
地
域
は
兵
庫
を
白
ぞ
い
て
、
す
べ
て

資
本
金
額
。
ウ
ェ
イ
ト
白
方
が
生
産
額
白
そ
れ
よ
り

も
低
い
地
域
で
あ
る
が
、
と
凸
中
で
も
雨
者
。
聞
に

比
較
的
パ
ラ

y
x
が
と
れ
、
ま
た
資
本
金
の
相
首
高

い
と
と
ろ
も
見
出
さ
れ
る
。
郎
ち
鱗
業
げ
於
げ
る
山

口
、
一
一
附
岡
で
あ
ヨ

τ、
と
の
地
帯
は
古
い
炭
鏑
地
帯



京

都

大

阪

兵

障

唐

島

山

口

隠

岡

六一

一
六
七

七
;lL Q 

ぜ3

宜

二

O 
大
~ ノ、四八

七
五

七

主
七^ 。

事

笠
宮
本
、
地
方
組
隣
力
計
測
上
回
問
題
閉
ま
り
)

生
田
翻
は
ニ
一
一
一
年
度
、
品
開
世
費
本
は
ニ

0
年
度

主O 
七

で
あ
り
、
地
場
費
本
が
中
小
企
業
白
形
を
と
っ
て
生

古
出
陀
日
参
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
工
業
に
於
け
る

愛
知
、
宮
山
、
京
阪
榊
、
一
一
隅
岡
等
に
つ
い
て
志
向
様

左
と
と
が
一
冨
え
止
う
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ヂ
一
貫

し
て
一
耳
え
る
と
と
は
大
資
本
O
東
京
‘
や
や
劣
る
程

度
に
於
て
大
阪
へ

D
集
中
と
そ
の
全
図
的
な
支
配
で

あ
る
。

註

い
ま
そ
れ
ぞ
れ
白
骨
批
資
本
田
地
域
的
分
布
を
左
に

掲
げ
土
ぅ
。
部
門
前
、
地
域
別
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が

一h
F
b
れ
よ
う
0

(

ニ
五
年
度
)

曾

山 崎潤

餓製鏑
祉

板鍛業 名

徳市山 神戸市市大阪東京都 川市崎 塁lIIl本市E 

一三七七八 東
四 O三三

一九 九一 京

神奈川
曾

一ーー

I I "li八 社

-一ー一一 大
六九 i 六二

六一 O九 阪

大九回 九 二
兵

本 l

ええ圭 |δ 庫 の

愛 好

|六|一 知
布

隅
タ、『ザ省

u 大|
岡

山

九 I~ I I 
口

(
各
枇
批
債
目
前
見
書
K
よ
る
)

第
二
に
生
産
D
地
域
的
分
布
度
か
ら
所
得
D
そ
れ
が
背
離
し
、
生
産
白
集
中
以
ょ
に
集
中
す
る
と
い
う
時
、

調
占
段
階
K
於
げ
る
地
方
程
演
の
不
均
畢
と
尉
肱
mw
役
割

そ
れ
が
特
に

E
の
よ

第
六
十
七
巻

= 

第
大
観

= 一



調
占
段
階
陀
於
け
る
地
方
鰹
済
自
不
均
帯
と
財
政
由
役
割

う
在
所
得
で
あ
る
か
と
い
う
と
き
で
あ
る
。
と
の
占
う
注
視
角
か
ら
み
れ
ば
、
所
得
が
一
般
に
集
中
す
る
と
い
う
て
も
、
そ
の
中
で

特
忙
労
銀
が
集
中
す
る
也
か
利
潤
や
利
子
が
集
中
す
る
む
か
、
慨
に
第
一
の
資
本
自
地
域
的
集
中
白
傾
向
か
ら
み
て
、
結
論
は
明
か

第
六
十
七
巻

一

第
六
掛

四

で
あ
ろ
う
。
と
と
で
問
題
は
そ
の
よ
う
友
推
論
を
具
時
的
に
裏
づ
け
て
み
る
と
と
で
あ
る
。
こ
白
所
得
白
分
析
は
戦
後
白
異
状
な
鰹

務
棒
謹
白
下
で
は
在
か
左
か
困
難
で
あ
る
。
殊
に
四
台
晶
、
利
子
所
得
白
比
重
点
イ
ン
フ
レ

1
シ
ョ

y
共
他
の
影
響
で
極
め
て
小
さ
く

現
わ
れ
て
い
呂
よ
う
な
特
殊
左
事
情
も
あ
る
。
併
し
そ
れ
ぞ
れ
白
所
得
別
に
地
域
的
分
布
度
主
調
べ
て
み
れ
ば
大
儒
白
傾
向
は
察
知

出
来
な
い
と
占
は
な
い
。
私
達
は
さ
き
白
第
十
表
。
所
得
の
分
布
卒
に
於
い
て
比
較
的
重
要
な
ウ
z

イ
ト
を
も
っ
府
腕
だ
け
を
抜
吉

川
し
て
各
所
得
白
種
類
別
に
比
較
し
て
み
よ
う
。
利
用
さ
れ
る
白
は
岡
税
廊
白
羽
枕
統
計
で
あ
る
。

/
 

(
昭
和
ニ
十
三
年
)

第
十
一
一
表

課
税
所
得
白
地
域
的
分
布

(
皐
位
百
寓
園
、
分
布
草
は
圭
園
を
一
、

0
0
0
ι
す
る
)

犬京愛轡耕雲111 東 . 
阪都知岡漏 京

給

J六L、 一八、 三四、 一六、 三、 三四、 -八、
耳見

所

五一一七九 得

六五六二八五五四 等
=九一六=七

害事九一五一一八四六一
五五八一八 一

法

九ー三一 一七 人
、、、

三八四 七九 一宝 五六三 八八回 三八回 二大四

所

手号

書z事七三五二 二=
=六七 Z 九五 δ

所配

七
得1嘗fU 

1囚1 ー= 一一-
九一四七三一 等子

九六一~ ~ 

四二 一六三 布猶分

四七入三 六二七

• 



J
4
1

三

兵

庫

=
一
入
、
四
五
五

二
、
六
一
八

匿

一
宜
、
入
O
一

一、

O
六

島

山

一
八
、
一
二
七

九
O
七

八 二
一 五

一
、
八
一
一
九

ロ

幅

五
九
、

O
宣
七

岡崎

二
一
、
六
九

九

主
四
国

長

一三一一四
I U ~.'-':'L __ ..2三1L一会一

二
宣
四
一

一五六一
七二一

一一一一一一一一
主三一

1
l
l
卜

(
園
税
関
第
七
十
四
回
統
計
年
報
告
書
)

四ムノ、O 四

前
掲
表
で
み
れ
ば
、
給
典
所
得
の
地
域
的
分
布
は
大
時
第
三
次
産
業
(
鋪
工
菜
)
、
第
二
次
産
業
人
口
由
地
域
的
分
布
を
反
映
し
亡

、

い
る
と
云
え
よ
う
。
併
し
法
人
所
得
と
・
な
る
と
、
東
京
ん
一
大
阪
へ
白
集
中
が
目
立
っ
て
来
る
。
そ
し
て
他
の
府
厭
白
介
布
率
は
給
典

雪

所
得
の
そ
れ
に
比
し
て
殆
ん
ど
す
べ
て
低
下
じ
て
い
る
。
更
に
配
営
利
子
所
得
に
友
る
と
東
京
の
異
欣
な
集
中
ぶ
り
が
目
立
ち
、
極

端
な
地
域
的
不
均
等
を
あ
ら
は
し
て
い
る
。
と
う
い
う
寄
生
的
左
所
得
白
東
京
へ
白
集
中
は
、

不
生
産
的
左
第
三
次
産
業
人
口
(
商

業
、
公
務
自
由
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
〉
の
集
中
(
東
京
都
人
口
白
四
七
・
八
%
)
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
れ
由
時
現
代
の
金
融
資
本
白
支
配
の
一

側
面
を
あ
ら
は
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
と
白
金
融
資
本
D
支
配
そ
@
も
の
ぞ
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
金
融
機
関
を
週
十
る
資
金
白
集
中
を
考
察
し
よ
う
。
結
論

E
先
に
云
え
ば
、
金
融
機
構
は
極
め
て
坤
央
集
権
的
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
白
預
金
と
貸
出
を
通
じ
て
地
方
か
ら
費
金
を
大
都
市

に
集
中
す
る
役
割
を
呆
し

τ
い
る
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
を
立
詮
す
る
た
め
に
、
最
近
白
金
図
銀
行
の
地
方
別
預
金
、
貸
出
残
高
を

見
ょ
う
。

胴
占
段
階
に
於
け
る
地
方
締
演
目
不
均
年
と
財
政
四
役
割

静
六
市
1

七
巻

= 
= 

一
第
六
瞬

五



濁
占
段
階
に
酔
け
る
地
方
組
済
自
不
均
等
と
財
政
四
役
割

第
六
十
七
巻

宮

田

第
六
挽

大

第
十
三
表

全
図
銀
行
地
方
別
預
金
、
貸
出
残
高

(
昭
和
二
六
年
一
月
末
、
車
位
百
高
固
)

都蹴酬|預金残高 j分布度|貸出頭高[分布度

1，000 1，000 
41 &宅

276 3剖
29 

23 20 
68 62i 

27 22 

1百足 lR7 

46 46 

可司

7.8甜
5回0

M 号M居?明事間説1 

35 31 

4，720 

{
目
融
金
融
統
計
且
報
に
撮
る
〕

事
分
布
寧
は
預
金
貸
出
と
も
一
一
宵
億
固
以
上
P

地
方
医
づ
い
て
即
』
算
問



第
十
三
表
に
ワ
い
て
み
れ
ば
、
預
金
、
貸
出
と
も
陀
・
9
敷
地
方
へ
の
集
中
が
顕
著
で
、
預
金
に
つ
い
て
は
九
地
方
へ
七
O
%
近
〈
、

貸
出
に
つ
い
て
は
八
地
方
へ
七
四
%
集
中
し
て
い
る
。
中
で
も
東
京
と
大
阪
へ
の
集
中
は
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
市
も
貸
出
白
集
中
。

方
が
預
金
?
で
れ
よ
り
も
高
〈
な
ワ
て
い
る
。
即
ち
預
金
の
分
布
皮
の
比
較
的
高
い
地
方
も
東
京
、
大
阪
を
の
ぞ
い
て
は
や
や
低
下

し
て
い
る
の
組
問
料
剖
額
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
東
京
と
大
阪
の
み
が
預
金
よ
り
も
貸
出
の
方
が
多
〈
な
ワ
て
烏
り
、
共
他
白
地
方
は
例
外

な
し
に
預
金
白
A

万
が
貸
間
も
よ
り
も
多
く
な
ワ
て
い
る
。
卸
ち
と
の
表
を
通
じ
て
大
般
金
融
機
関
を
媒
介
と
す
る
束
京
、
大
阪
へ
由

資
本
D
集
中
が
う
か
が
わ
れ
る
白
で
あ
る
。
而
も
と
の
こ
地
方
の
集
中
は
ド
ッ
ヂ
・
ラ
イ
ン
白
段
階
か
ら
特
需
景
気
白
段
階
へ
と
誰

む
に
従
つ
℃
徐
々
に
進
行
し
て
い
る
白
で
あ
る
。

東
京
、
大
阪
へ
白
費
金
の
集
中
過
程

第
十
四
表

(
集
中
度
は
金
閏
を
‘
、

0
0
0と
す
る
)

年一一一
年六 五、耳

年年
一六一

末月 末月 末月
月

金
預

一一一

九六 三九 O回み出 額 東

一一一
集車

七七六 金

六五五

金
貸

P一一一一ー 一ーー唱・・
ーム/、 ー 額

四五 京 l

一一一 一一一 一一一 害度 出一一 一一 一
四 五

金
預

中ノ、 一 一 円~ーT儲「 額
、四七 大 l

害度五一 金
二回

虫 金
貸

一一一
八九四一 額

2 
台 、一事 阪

度2 入七 七人 七九
出

(
日
鶴
、
金
融
統
計
月
報
よ
り
作
成
)

銀
行
を
遁
守
る
と
の
資
金
白
築
市
は
極
め
て
徹
底
し
て
い
て
、
各
府
牒
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
郡
部
の
方
が
市
部
よ
り
も
、
貸
出
し

に
封
ず
る
預
金
白
率
が
多
く
、
者
金
吸
牧
白
役
割
bz
ど
り
多
〈
果
し
て
居
り
、
東
京
、
大
阪
む
大
都
市
陀
於
て
は
預
金
、
貸
出
し
共
i

掴
占
段
階
に
於
け
る
地
方
紹
神
心
不
均
年
k
財
政
由
佼
割

第
六
十
七
巻

= 
= 
z 

第
六
蹴

七



に
中
央
の
二
、

調
占
段
階
に
於
け
る
地
方
締
済
白
不
均
事
と
財
政
自
佼
剖

三
恒
(
東
京
都
で
は
千
代
問
、
巾
央
の
雨
直
、
大
阪
で
は
東
直
)
陀
集
中
し
て
い
る
。
(
安
本
、
地
方
栂
済
力
計
湖
上
。
問
題
貼
、
上
)

静
六
十
七
巻

= 
六

策、

六
輯

J、

最
後
に
、

そ
し
て
貫
は
と
と
か
ら
私
達
白
問
題
は
始
ま
る
の
だ
が
、
金
融
機
関
、
ど
密
接
に
結
び
口
く
財
政
機
構
を
通
十
石
市
宵
金
D

流
れ
で
あ
る
。
財
政
資
金
白
流
れ
は
、
租
枕
や
専
費
等
白
権
力
的
た
要
素
を
合
み
、
園
宗
晴
朗
算
に
か
が
け
ら
れ
た
政
治
目
的
を
貴
現

す
る
た
め
の
も
り
で
、
民
間
資
金
の
流
れ
と
同
一
視
す
る
と
と
は
同
市
消
な
い
。
併
し
財
政
権
力
と
濁
占
資
本
と
の
結
び
古
き
が
強
化

苫
れ
て
い
る
現
在
白
経
済
慨
制
の
も
と
で
、
者
金
の
運
動
か
ら
財
政
調
官
金
の
そ
れ
左
抜
き
去
っ
た
よ
う
な
考
察
は
意
味
を
な
苫
な
い

し
、
ま
た
現
在
の
園
家
財
政
の
中
に
、
一
般
品
目
計
D
外
に
、
、
食
輝
管
理
、
外
岡
矯
替
、
貿
易
、
大
蔵
省
預
金
部
の
如
昔
、
そ
れ
自
潤

図
民
経
梼
白
運
動
の
一
環
を
な
す
多
く
の
特
別
品
目
計
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
ま
す
費
す
そ
う
で
あ
一
る
。

い
ま
闘
枕
(
直
接
税
、
間
接
税
合
計
)
の
負
権
額
を
み
れ
ば
、
査
本
、
所
得
白
集
中
す
る
大
都
市
所
在
府
臓
が
高
〈
怠
っ
て
い
る
と
と

は
山
富
然
で
あ
る
。

第
十
五
表

主
要
地
方
別
圏
税
負
櫓
額

(
昭
和
二
十
三
年
}

間兵大愛東金

計

岡庫阪知京圏

{ 

園

二七二O二三九二二六五九O 
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OO 三 四九六二 続

七二四三三守

書度回 -8
三宜五 O 五六

一二四一六七 O

と
白
表
忙
お
け
る
五
地
方
へ
白
四
三
・
一
%
と
い
う
集
中
卒
は

(府軍軍別現況分析重量料より)

第
十
表
に
島
け
る
所
得
金
額
白
同
地
方
へ

D
集
中
率
三
八
二
二
%

ム
」
比
較
す
れ
ば
や
や
高
く
友
っ
て
い
る
。
従
っ
て
と
白
二
表
だ
け

を
と
れ
ば
、
園
枕
白
地
域
的
配
分
は
、
大
都
市
地
域
へ
白
宮
の
偏

十
忙
を
幾
分
か
匡
正
し
て
い
る
主
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
併
し
云

う
ま
で
も
友
く
、
私
達
は
財
政
機
構
に
よ
る
資
金
の
吸
収
引
揚
と

'
と
も
に
、

ま
た
そ
れ
在
遁
や
る
資
金
白
撒
布
欣
視
を
も
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
資
金
の
吸
収
と
撒
布
の
差
額
(
雨
者
の
時
間



的
1
v
に
よ
る
種
々
な
る
影
響
は
こ
こ
'
で
一
際
捨
涙
し
て
)
を
考
察
し
て
始
め
て
財
政
が
地
方
経
携
に
封
し
て
プ
ラ
ス
、

影
響
を
興
え
て
い
る
か
判
断
阿
来
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
一
般
合
計
で
は
租
税
に
土
る
資
金
白
吸
牧
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
終
戦

虚
理
費
、
配
布
税
(
現
在
で
は
平
衡
交
付
金
)
、
公
共
事
業
費
等
白
形
で
地
方
へ
白
大
口
撒
布
が
行
め
れ
て
い
る
。
ま
も
ん
各
特
別
合
討
を

題
じ

τも
一
般
合
計
以
上
D
吸
収
撒
布
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
と
れ
ら
す
べ
工
白
財
政
賛
金
の
流
れ
を
正
確
に
つ
か
む
資
料
が
な

マ
イ
ナ
ス
何
れ
の

い
の
で
、
日
銀
園
庫
局
を
活
歩
る
財
政
資
金
白
吸
牧
撒
布
赦
現
在
地
方
別
に
芳
樹
投
し
よ
う
。
(
安
本
、
地
方
向
精
力
計
測
上
申
請
問
題
、
上

よ
り
)

第
+
六
表

政
府
資
金
釘
民
間
牧
支
地
方
別
調

(
昭
和
二
四
年
度
、
車
位
億
固
)
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潤
占
罷
階
に
焼
け
る
地
方
融
沸
由
不
均
等
と
尉
散
の
役
割

第
六
十
七
巻

= 

七

第
六
貌

九



調
占
段
階
に
於
け
る
地
方
相
済
白
不
均
等
と
財
政
白
役
割

第
六
十
七
巻

第
六
韓

買
一
二
九

= 
O 

勘
右
D
表
で
撒
超
に
な
っ
て
い
る
り
は
た
だ
東
京
の
み
で
あ
り
、
財
政
費
金
白
集
中
が
、
金
融
被
闘
を
遁
ヂ
る
資
金
白
集
中
占
-P
え

も
っ
と
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
次
に
こ
白
財
政
資
金
集
中
D
内
容
を
、
各
曾
計
に
な
け
る
吸
牧
撒
布
白
地
方
的

分
布
欣
侃
か
ら
考
祭
し
て
み
よ
う
。

第
十
七
表

財
政
資
金
引
揚
撒
布
主
要
合
計
別
地
方
的
分
布

引
揚
白
地
方
的
分
布

(
昭
和
ニ
四
年
度

長
国
を
一

O
Oと
す
)

( 

) 
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撒
布
の
地
方
的
牙
布
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十
七
表
に
よ
っ
て
各
曾
計
毎
白
引
揚
撒
布
白
地
方
的
分
布
欣
泌
が
相
嘗
多
様
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
が
、
杢
胞
と
し
て
引
揚
は
特

殊
な
貿
易
、
外
潟
雨
特
別
合
討
を
D
ぞ
い
で
分
散
的
、
撒
布
は
鋭
く
集
中
的
で
あ
る
。
一
般
曾
計
白
公
共
事
業
費
は
そ
の
性
質
上
介

そ
れ
で
も
な
者
一
般
合
計
白
引
揚
よ
り
も
束
京
に
集
中
し
て
い
る
。
地
方
配
付
税
は
理
論
的
に
は
園
税
の
地
方
的

散
的
で
あ
る
が
、

分
布
(
こ
こ
で
は
一
般
歯
計
引
揚
の
地
方
的
分
布
が
大
櫨
そ
れ
を
一
訴
す
)
と
逆
に
配
付
さ
れ
る
べ
き
性
質
白
も
白
だ
が
、
必
し
も
そ
う
は
友
司

で
い
な
い
。
専
寅
の
地
方
必
布
皮
は
引
揚
撒
布
と
も
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
併
し
専
賓
の
場
合
は
引
揚

偶
占
段
階
K
骨
け
る
地
方
相
済
自
不
均
轄
と
財
政
由
役
割

第
六
十
七
巻

三三

= 
九

第
六
輔



獅
占
段
階
に
於
け
る
地
方
鯉
梼
の
不
均
畢
と
財
政
の
佼
割

第
六
十
七
巻

=一回
O

静
六
競

化
重
世
間
が
あ
り
‘
租
税
と
同
性
質
白
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
が
、
た
だ
し
そ
う
み
れ
ば
専
買
は
租
税
よ
り
も
は
る
か
に
地
方
か
ら
養
金

を
吸
収
す
Z
役
割
を
果
し
て
い
る
事
責
が
一
万
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
の
食
続
管
理
特
別
合
計
白
撒
布
は
と
と
に
一
不
さ
れ
て
い
る
の
と

ほ
逆
に
分
散
的
で
あ
る
。
農
林
中
金
白
地
方
途
金
額
で
修
正
す
れ
ば
、
東
京
は
揚
超
に
な
る
。
併
し
と
れ
は
む
し
ろ
農
業
開
係
。
資

金
も
中
央
白
金
融
資
本
白
支
配
下
に
あ
る
と
と
を
一
万
す
も
D
で
あ
る
。
貿
易
、
外
岡
震
替
白
雨
特
別
曾
計
で
は
、
東
京
と
大
阪
に
の

み
集
中
じ
、
而
も
東
京
の
方
が
大
阪
よ
り
も
引
揚
の
分
布
皮
が
高
く
現
れ
る
と
い
う
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
が
、
他
方
撒
布
の
寅
額

ほ
岡
地
方
止
も
に
引
揚
の
資
額
よ
り
も
多
〈
な
っ
て
い
る
D
で
、
東
京
、
大
阪
と
も
に
撒
超
に
な
ワ
て
い
る
。

以
上
は
闘
家
財
政
を
週
十
る
護
金
凸
引
揚
撒
布
、
結
局
資
金
の
集
中
む
問
題
で
あ
る
が
、
地
方
財
政
は
直
接
間
接
己
れ
に
閥
聯
し

て
い
る
。
む
し
ろ
財
政
機
構
主
題
す
る
賛
金
の
流
れ
を
み
る
揚
告
に
は
、
国
家
財
政
と
地
方
財
政
を
一
慢
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
地
方
財
政
が
直
接
関
係
す
る
白
は
閤
庫
金
む
撒
布
白
方
面
で
あ
芯
n

部
ち
第
十
七
表
白
(
二
)
に
あ
ら
は
れ
て
い
る
公
共
事
業

ほ
直
接
園
費
で
賄
わ
れ
る
外
、
地
方
財
政
に
謝
す
る
園
庫
補
助
金
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
る
。
地
方
配
付
税
は
む
ろ
ん
地
方
財
政
の
収

入
佐
友
品
。
預
金
部
費
金
は
地
方
債
を
引
交
け
る
と
い
う
風
に
。
と
れ
に
謝
し
地
方
関
陣
白
財
政
が
財
政
資
金
白
中
央
集
中
む
役
割

を
直
接
引
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
比
較
的
少
い
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
十
地
方
財
政
は
資
金
白
中
央
集
中
白
深
刻
な
影
響
を
う
け
て

い
る
と
い
う
と
と
は
事
寅
一
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
白
た
め
に
今
日
。
地
方
財
政
D
問
題
は
生
じ
、
そ
の
た
め
に
図
庫
金
の
地
方
へ
の
再

回
分
が
行
b
れ
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
地
方
別
に
園
税
負
捨
額
と
図
庫
式
出
金
及
び
配
付
税
額
を
比
較
し
、
地
方

財
政
を
も
合
め
た
地
方
経
梼
に
劃
す
る
財
政
資
金
の
中
央
集
中
D
影
響
を
つ
き
と
め

τみ
よ
う
。

貧
し
い
地
方
圏
棺
ほ
ど
園
庫
支
出
金
や
配
付
税
に
た
止
る
率
が
多
く
な
り
、
反
射
に
そ
白
地
方
白
図
税
負
櫓
額
は
小
さ
く
な
る
。

と
れ
に
反
し
富
裕
な
地
方
圏
慨
は
闘
税
を
多
く
負
婚
す
る
が
、
園
庫
支
出
金
や
配
付
税
に
頼
る
率
は
少
く
な
る
。
従
う
て
園
庫
支
出



句

金
及
び
配
付
税
額
と
そ
白
地
方
白
岡
税
負
権
額
四
割
合
は
、
そ
白
地
方
圏
油
田
白
園
庫
依
存
度
を
示
す
も
白
と
云
え
よ
う
。
併
し
と
の

爾
者
は
杢
〈
別
D
見
地
、
卸
ち
財
政
資
金
白
中
央
集
中
を
考
察
す
る
立
場
か
ら
比
較
出
来
る
。
即
ち
園
税
負
権
額
は
そ
の
地
労
か
ら

問
匂
て
園
庫
へ
吸
牧
さ
れ
る
財
政
資
金
を
現
b
し
、
園
庫
支
間
金
等
は
図
庫
か
ら
そ
白
地
方
へ
還
元
さ
れ
る
財
政
費
金
を
現

b
f。
従

。τ雨
者
を
差
引
き
、
出
て
行
く
金
額
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
り
そ
白
地
方
か
ら
財
政
資
金
が
中
央
へ
集
中
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
と
を

物
語
る
で
る
ら
う
。
と
れ
は
勿
論
者
金
集
中
白
一
面
だ
け
で
あ
ワ

τ、
そ
り
全
貌
は
す
で
に
十
六
表
と
十
七
表
に
よ
っ
て
あ
ら
は
さ

れ
て
い
る
白
で
あ
る
が
、
と
と
で
は
特
に
閤
家
財
政
と
淫
結
し
た
地
方
財
政
の
導
管
を
遜
じ
て
流
れ
て
行
く
資
金
の
集
中
を
考
察
し

て
い
る
由
で
あ
る
。
と
の
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
例
一
へ
ば
全
憶
と
し
て
貧
困
な
地
方
圏
憾
の
多
い
束
北
は
、
園
税
と
園
庫
支
出
金
等
と

白
差
額
が
最
低
で
あ
り
、
関
東
地
方
は
最
高
で
あ
る
と
い
う
ま
ζ

と
に
嘗
然
段
結
果
が
向
て
来
呂
。
ま
た
中
で
も
災
害
復
奮
の
画
家

補
助
が
多
〈
問
て
い
る
〔
昭
和
二
十
三
年
度
)
岩
手
や
一
両
井
は
困
庫
支
出
金
等
白
方
が
園
税
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
。
総
門

J

て
以
上
に
の

ペ
た
硯
鮪
は
貧
困
な
地
方
圏
憾
で
も
普
通
白
扶
態
に
於
て
は
、
そ
れ
が
受
取
る
園
庫
支
出
金
等
よ
り
も
多
く
の
園
税
を
そ
白
管
内
白

地
域
か
ら
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
買
を
明
か
に
す
る
た
め
白
も
白
で
あ
一
る
。

と
う
い
う
事
貨
は
、
以
上
の
硯
鮪
を
貧
し
い
小
さ
な
地
方
闘
慨
に
適
用
す
る
に
従
っ
て
、

い
よ
い
占
明
確
に
な
る
。
そ
と
で
私
建

は
地
方
財
政
の
細
胞
で
あ
る
農
村
財
政
を
と
9

E
み
よ
う
。
戦
後
白
農
村
財
政
の
調
査
は
ま
だ
不
充
分
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
一
般
的

左
特
徴
も
う
か
み
が
た
い
り
で
、
一
躍
農
林
省
良
業
改
良
局
の
調
査
資
料
に
従
つ

τえ
ら
び
山
川
さ
れ
た
六
つ
白
標
準
農
村
の
平
均
値

で
満
足
す
呂
ほ
か
は
な
い
。
と
れ
ら
農
村
白
負
婚
す
る
園
杭
(
首
接
図
柄
)
勝
税
、
村
稔
の
劃
令
は
次
白
ょ
う
忙
戟
前
か
ら
戟
後
に
か

け
て
輔
型
化
し
て
い
る
。

濁
占
段
階
K
H
r
け
る
地
方
開
済
自
不
均
轄
と
財
政
田
俊
樹

第
六
十
七
省

= 
四

第
六
腕



調
市
開
幡
K
於
け
る
地
方
相
語
。
不
均
帯
と
財
政
白
彼
割

第
六
十
七
巷

一三脚ニ

第
六
騨

'" 固

第
リ
T
八
表

農
村
に
於
け
る
直
接
税
負
婚
の
推
移

(
調
査
六
ク
村
の
平
均
)

， . 少 タ和昭

三三一七一 来
年

4量軍2、、札 == 買四、、 美回五-、 宍*六、 草ーニ:a、円
閣

一A AE  屯口晶. 草五 一 税
エどち ・/4、% 

空己-亘h、 三-一寸戸三旨、 Z一里、 A石昌- 妥丸六~ 阿
l際

一一重 税
J占も ーム包 王占主 ニ.ニ λ% 

宣費 重語 苦歪 二呈 三貢円

村

一丸宗香里 続
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霊凡内実 吾百= 突角 昌去 z 毛

歪妻露月 計
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私
達
は
右
の
表
は
於
て
、
太
平
洋
戦
争
白
段
階
か
ら
戦
後
へ
か
け
E
、
関
税
特
に
所
得
税
の
累
増
す
る
負
槍
が
村
税
白
基
礎
を
極

限
ま
で
喰
い
つ
ぶ
し
、
せ
ば
め

τ
い
っ
た
過
程
を
は
っ
き
り
み

τと
る
と
と
が
出
来
る
。
而
も
と
れ
は
直
接
園
枕
で
あ
っ
て
、
間
接

続
。
負
婚
を
も
考
え
れ
ば
、
恐
ら
く
農
村
白
負
摘
す
る
税
金
の
九
割
以
上
が
村
白
外
へ
持
ち
去
ら
れ
る
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

E
れ
担
割
し
で
村
に
持
ち
込
ま
れ
る
配
付
税
や
岡
麻
由
補
助
金
も
増
大
し
、
村
財
政
白
と
れ
に
封
す
る
依
存
性
は
念
速
に
高
ま
っ
て

い
る
。
併
し
村
由
外
へ
出
る
園
麻
税
白
方
が
特
忙
終
戦
後
由
イ
ン
フ
レ
段
階
か
ら
い
わ
ゆ
る
傾
斜
生
産
集
中
生
産
の
段
階
へ
か
け
て

『
そ
う
増
大
し

τい
る
の
で
あ
る
1

私
達
は
一
臨
雨
者
を
第
十
九
表
に
よ
ワ
て
比
較
し
て
、
戦
後
白
資
本
集
中
過
程
に
於
け
る
財
政

函
占
h
M
す
る
農
村
牧
奪
白
す
さ
ま
じ
さ
を
見
占
う
。
と
と
で
私
達
は
本
節
白
問
題
で
あ
っ
た
戦
後
経
踏
の
地
域
的
不
均
等
と
そ
白
背

且
耳
に
「
あ
る
誠
司
本
白
集
中
な
よ
び
支
配
が
財
政
機
構
を
も
媒
介
と
し
て
農
村
粧
演
。
末
端
に
ま
で
骨
よ
ん
で
い
る
事
責
を
考
察

ιた
の

で
あ
る
。

" 



第
十
九
表

閣

l探

長
村
に
於
げ
る
図
師
脚
稔
と
配
付
税
補
助
金
と
の
均
較

増
加
指
段

昭
和
一
]

一
一
、
六
八
回
、
一
一
一
一
一

七
、
七
一
一
一
四
、
四
O
五

税

増
加
指
数

一
四
、
入
一
一
相

(
本
表
及
び
十
八
表
は
、
農
林
省
農
業
改
良
局
、
農
村
財
置
に
闘
す
る
調
査
研
究
報
告
に
操
る
)

松
田
智
雄
教
授
嘩
申
共
同
研
究
に
な
る
信
州
=
一
都
和
村
田
財
政
パ
ラ
H
J
Z
F

も
衣
の
よ
う
匝
な
ワ
て
い
る
。
(
昭
和
二
四
年
度
)

措

一

o、
一

九

八

平

阿

一

、

八

四

六

千

阿

四
、
-
二

O

て
O
一士

一

、

ニ

八

三

七

ニ

=

一

工

、

五

士

豆

一

O
六

二
、
一
三

O

• 
七

=
0、
七

• 

二
八
一
、
九
四

O

タ
-
9 

註

財

政

負

仰

圏

続

問

脂

紙

偽

村

マ

続

伸
部
落
協
競
費
其
他

阻

む

O 四

一
入
・
入

一
七
八
・
九

主
主
二
・
四

す

~ 

配
付
税
、
補
助
金

豆
、
ご
ニ
加
一

O 

一
六
、
五
九

一
三
一
、
一

O
一一

五
四
七
、
一
九
六

一
、
六
二
五
、
一
回

二
六
・

一
O
九
・
回

二
五
・

o
一

財

政

補

尉

金

向

地

方

配

付

積

偽

岡

庫

支

出

金

問

麻

支

出

金

(
縮
瞳
閑
静
輪
、
ニ
六
年
一
月
韓
}

ぴ

私
達
ば
前
節
白
終
り
で
.
銃
に
澗
占
段
階
に
於
け
る
財
政
白
役
割
の
一
面
宇
一
明
か
に
し
た
。
部
ち
と
白
段
階
。
財
政
除
、
岡
家
財

調
占
漏
階
匹
接
げ
る
地
方
桓
演
申
不
地
帯
&
財
政
申
健
制

第
古
+
七
且
暫

第
六
樟

五

四
= 



洞
古
段
階
に
於
け
る
地
方
植
涛
の
不
均
轄
と
財
政
の
役
割

第
六
十
七
轡

四
四

第
六
蹴

= 
穴

政
も
地
方
財
政
も
合
め
て
、
決
し
て
い
わ
ゆ
る
「
中
立
」
の
立
場
に
あ
る
も
白
で
は
な
〈
て
、
む
し
ろ
濁
占
段
階
白
艇
梼
白
盲
目
的

な
運
動
む
中
に
織
り
込
ま
れ
て
、
生
産
叫
商
力
の
地
域
的
不
均
等
と
費
本
の
地
域
的
集
中
と
、
地
方
解
糖
聞
の
7

y
パ
ラ

y
ス
を
友
t
t

一
そ
う
激
し
く
し
て
い
る
と
い
う
事
責
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
事
貨
か
ら
直
に
獅
占
段
階
の
政
治
は
、
中
央
政
治
も

地
方
政
治
も
と
も
に
、
育
目
的
な
経
構
法
則
に
従
属
す
る
も
の
で
あ

D
、
粧
梼
白
不
均
等
護
麗
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
結

論
を
引
出
す
と
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
併
し
と
う
い
う
結
論
を
充
分
念
具
岡
田
性
を
も
っ
て
裏
付
け
る
た
め
忙
は
、
友
和
と
白
段
階

に
治
り
る
財
政
白
別
白
角
度
か
ら
す
る
分
析
が
必
要
に
在
る
だ
ろ
う
。
け
だ
し
財
政
は
よ
〈
「
政
治
的
経
梼
」
で
あ
る
と
一
E
b
れ
る

白
で
あ
る
が
、
か
り

ιと
白
ょ
う
友
あ
い
ま
い
な
表
現
在
と
と
で
一
膝
使
用
す
る
と
す
る
友
ら
ば
、
私
達
は
前
節
で
は
財
政
か
ら
そ

白
「
政
治
的
」
左
側
菌
を
捨
象
し

τ、
財
政
資
金
D
運
動
を
た
だ
粧
梼
白
流
通
過
程
白
中
で
考
察
L
た
の
で
あ
う
た
。
併
し
財
政
安

企
白
逗
動
と
は
一
舷
別
佃
に
、
園
家
財
政
、
地
方
財
政
の
何
れ
も
何
ら
か
政
治
上
の
計
量
に
関
聯
し
て
い
る
も
白
で
、
財
政
資
金
白

枇
支
も
一
一
定
白
政
治
上
白
目
的
主
持
ち
、
園
や
地
方
圏
股
白
活
動
、
事
業
等
を
う
ら
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
づ
ま
り
財
政
に
う
ら
づ

け
ら
れ
た
園
や
地
方
公
共
圏
臨
m
Y話
動
、
卸
ち
粧
梼
政
策
、
勢
働
劉
策
、
住
宅
政
策
、
教
育
文
化
政
策
バ
災
害
針
策
等
々
が
、
経
済

白
地
域
的
不
均
等
の
激
化
か
ら
島
ζ

る
諸
問
題
、
諸
矛
盾
を
ど
む
よ
う
に
解
決
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
解
決
し
て
い
・
な
い
か
を
考
察

ナ
れ
ば
、

己
白
段
階
由
政
治
、
財
政
白
役
割
や
性
格
が
具
憾
的
に
つ
か
め
る
で
あ
ろ
う
巴
と
の
よ
う
注
視
角
か
ら
、
私
達
は
固
と
地

方
園
開
聞
と
D
緊
密
な
蓮
繋
白
下
に
行
は
れ
る
中
央
、
地
方
の
財
政
聞
の
不
均
等
是
正
白
政
策
や
公
共
事
業
の
拙
方
的
配
分
の
政
策
等

を
考
察
す
る
筈
で
あ
る
が
、

と
れ
は
ま
た
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
軸
踏
め
節
目
早
た
結
論
だ
け
を
と
と
忙
掲
げ
て
長

と
の
段
階
の
政
治
も
財
政
も
地
域
的
不
均
等
か
ら
生
子
る
種
々
な
る
矛
盾
を
続
和
修
正
す
る
役
割
を
か
な
れ
，
果
し
て
い

〈
在
ら
ば
、

る
。
そ
し
て
そ
う
い
う
役
割
が
ζ

白
段
階
の
政
治
に
も
「
中
立
性
」
の
外
観
を
興
え
る
白
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
十
政
治
、



， 

財
政
白
方
向
は
依
然
と
し
て
資
本
O
地
域
的
集
中
の
運
動

E

の
止
う
友
事
態
の
下
吃
私
遣
は
改
め
て
「
地
方
自
治
』

で
あ
ろ
う
か
H

と
う
か
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

調
占
段
階
K
H
世
砂
る
地
方
嗣
湾
の
不
均
等
と
財
政
相
役
割

h
ら
大
き
〈
そ
札

の
理
念
が
、

る
も
D
で
は
な

と

の
段
階
の
地
方
政

話惨

事
六
十
七
巻

い
と
い
う
と

治
、
終
漕
白

主主

四
五

と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

問
題
白
解
決
k
-な
る
も
の

静
六
曲
師

七




